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九
十
四
巻
四
号
）
第
一
章
憲
法
二
四
条
成
立
過
程
と
民
法
・
戸
籍
法
上
の
「
家
」
制
度
（
第
六
節
ま
で
第
一
款
ま
で
九
十
五
巻
二
号
、
四
号
。
第
七
筋
「
小
幡」似百一巻二号）
第
二
章
民
法
改
正
過
程
１
戸
瀞
法
改
正
過
程
に
先
行
し
た
民
法
上
の
「
家
」
廃
止
方
針
決
定
の
予
備
的
考
察
ｌ
（以上百一巻二号、四号）
第
三
章
戸
籍
法
改
正
過
程
の
諸
段
階
（以上百三巻四号、百四巻二号）
第
四
章
一
家
」
制
度
廃
止
に
よ
る
戸
溌
法
改
正ｌ
「
第
一
の
流
れ
一
ｌ
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
旺
過
根
（
八
）
（
和
川
）
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
△
ｌ
「
家
」
の
廃
止
を
中
心
と
し
て
Ｉ
序
「
家
」
制
度
廃
止
を
め
ぐ
る
戸
橋
法
改
正
過
腿
の
全
体
像
第
一
節
戸
籍
編
製
原
理
上
の
諸
問
題
第
一
款
戸
籍
編
製
原
理
（
二
ｌ
瀞
的
側
面
ｌ
（
１
）
個
人
別
編
測
の
是
非
・
可
否
（２）「三世代戸籍徹底排除」編製原理の確立
（
３
）
編
測
原
剛
変
更
に
伴
う
「
戸
職
」
の
門
祢
の
是
非
ｌ
「
民
籍
」
名
称
案
ｌ
（４）「戸織筆頭者」の問題
（以上本号）
第
二
款
戸
瀞
編
製
原
理
（
二
）
ｌ
動
的
側
面
’
第
二
節
戸
籍
編
製
原
理
以
外
の
問
題
第
三
節
小
括
第
五
章
人
口
動
態
統
計
の
精
密
化
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
起
因
と
す
三
八
和
1１ 
幹
彦
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戸
繍
法
改
正
過
程
上
の
諸
問
題
中
、
Ｇ
Ｓ
が
当
初
よ
り
関
心
対
象
と
し
て
い
た
の
は
、
埜
本
的
に
［
傍
線
和
川
、
以
下
断
り
の
な
い
限
り
同
様
］
民
法
上
の
「
家
」
制
度
廃
止
か
ら
要
請
さ
れ
る
戸
職
法
改
正
ｌ
即
ち
「
第
一
の
流
れ
」
ｌ
の
み
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
司
法
（２） 
省
、
殊
に
民
事
二
課
の
股
大
の
関
心
は
、
実
務
の
混
乱
を
鍛
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
改
正
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
う
し
た
立場の特性と限界は、以下の諸問題への取り組みで徐々に明らかになろう。
（１） 
「家」制度に依らない「家」存圃の代替的方法として、（ａ）制度（Ｈロ⑫二［目・ロ）としての存置の方法と、（ｂ）制
度でなく、「家」制度的な内容を持つ個別条文規定による存置の方法を、区別すべきことは、第二章・第四節の「氏」
に
つ
い
て
の
柵
論
冒
頭
で
既
に
述
べ
た
。
戸
瀞
法
制
度
は
、
「
氏
」
と
並
ん
で
（
ａ
）
の
方
法
の
一
つ
と
な
り
得
る
。
本
章
で
は
、
そ
う
した戸籍法制度における、（ａ）のみならず（ｂ）をも重点的に検討する。
ひｌｇＫｌｌ 
」OＬ
第
四
章
「
家
」
制
度
廃
止
に
よ
る
戸
籍
法
改
正
序
「
家
」
制
度
廃
止
を
め
ぐ
る
戸
籍
法
改
正
過
程
の
全
体
像
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
ろ
戸
籍
法
改
正
ｌ
「
第
二
・
第
三
の
流
れ
」
Ｉ
「
第
一
の
流
れ
」
一一ヱハ
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戸
籍
法
案
を
め
ぐ
る
Ｇ
Ｓ
と
司
法
省
の
会
談
に
は
、
従
っ
て
、
「
第
一
の
流
れ
」
に
関
す
る
限
り
は
、
改
正
過
程
中
の
諸
問
題
中
重
要
な
も
の
か
、
当
初
よ
り
濃
縮
さ
れ
て
現
れ
て
い
る
た
め
、
本
章
で
も
結
果
と
し
て
こ
の
会
談
を
菰
点
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
ｃ
こ
こ
で
ま
ず
挙
が
っ
た
の
は
、
何
を
お
い
て
も
、
「
家
」
を
徹
底
的
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
戸
瀞
法
案
は
「
い
わ
ば
第
二
の
民
法
案
で
（３） 
あ
る
」
ｌ
オ
プ
ラ
ー
が
た
と
え
る
如
く
、
戦
後
の
一
戸
籍
法
改
正
過
程
は
、
一
面
で
は
「
第
一
の
流
れ
」
即
ち
民
法
上
の
「
家
」
制
度
の
解体過樫そのもの、乃至その忠実な反映である。旧法下では、法理上からも佃別具体的「家」柵成員・その生成過侃
が
戸
搬
簿
に
よ
り
定
義
・
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
か
つ
正
に
こ
の
点
に
よ
り
一
般
「
匝
民
」
が
当
時
「
家
」
Ⅱ
戸
瀞
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
（４） 
／
理
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
実
体
法
と
し
て
の
民
法
を
い
く
ら
変
え
よ
う
と
も
、
｜
Ｐ
鯖
を
も
改
変
し
な
い
限
り
、
元
一
般
「
臣
民
」
に
と
っ
て
は
「
家
」
は
決
し
て
な
く
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｃｓは、「ＧＨＱ（乃至Ｃｓ）の根本方針」として「家」廃止をいうのではなく、抑々日本側が民法改正上「家」
廃
止
を
行
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
徹
底
す
る
の
が
（
日
本
側
の
意
図
と
し
て
も
）
筋
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
、
第
二
章
・
節
三
節
で
既
に
見
た
方
針
を
戸
綴
法
改
正
に
も
当
て
は
め
て
い
る
。
即
ち
、
こ
う
し
た
一
貫
性
の
要
求
と
し
て
、
戸
爾
法
上
も
「
家
」
の
名
残
・
形
骸
・
残
津
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
家
」
的
／
「
家
」
類
似
の
要
素
・
条
項
，
条
文
等
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
）
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
べ
き
と
い
う
論
法
を
Ｃ
ｓ
は
取
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
川
が
自
ら
始
め
た
こ
と
を
岐
後
ま
で
倒
徹
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
Ｏ
Ｓ
と
（。⑩）
し
て
は
日
本
側
の
方
針
圃
徹
が
徹
底
し
て
お
ら
ぬ
点
は
、
こ
れ
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
既
に
主
に
第
二
章
・
第
三
節
で
見
た
通
り
の
、
占
領
政
策
の
成
功
の
た
め
に
Ｇ
Ｓ
が
採
っ
た
、
強
制
せ
ず
、
な
る
べ
く
日
本
人
の
自
発
的
改
革
に
任
せ
、
民
主
化
・
非
耶
耶
化
等
の
政
筑
が
日
本
に
占
傾
後
も
根
付
く
こ
と
を
弧
う
、
と
い
う
方
法
の
一
環
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
Ｃ
ｓ
は
、
司
法
街
と
の
会
談
で
、
こ
の
「
家
」
頬
似
要
素
を
、
一
般
的
に
の
み
な
ら
ず
具
体
的
な
草
案
条
項
に
雑
づ
い
て
指
摘
し
、
ま
戦後占納期の民法・戸籍法改正過程（八）（和田）
三
七
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法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
三
号
三八
たその具体的解決策を挙げてくる。
以上、民法上の「家」廃止関迎の問題１戸薇法案中の「家」制度の残存ｌについて、Ｇｓが指摘する問題点を
整理すれば、次の通りである。（尚、前章第四節で会談第１期について、ブレイクモァが指摘した諸点の列挙との対
比で、ブレィクモァが指摘しなかったがその後挙げられた璽要な点に（＊）、さして麺要でない点に（ｘ）を付して
おく。）
（６） 
以上を、本塞鼎で取り上げる。
，
そ
の
他
の
諮
問
趣
・
戸
繍
編
製
原
理
の
静
的
川
面
個
人
別
編
製
の
是
非
・
可
否
、
三
世
代
戸
籍
徹
底
排
除
、
「
戸
籍
筆
頭
者
」
の
問
題
、
等
・
戸
濡
編
製
原
理
の
動
的
側
面
離
婚
復
氏
者
の
復
籍
・
新
戸
籍
編
製
の
別
、
成
年
分
籍
権
、
外
国
人
と
の
結
婚
（
＊
）
、
等
・
戸
繍
編
製
原
理
以
外
の
亜
要
問
題
戸
籍
改
製
の
時
限
上
の
問
題
［条文数の大幅削減（＊）後述のオプラーの「三大原則」の一つゆえ、
ここで論ずる］
民
法
／
戸
鰯
法
同
時
施
行
の
必
要
性
（
と
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Ｃ
ｓ
と
の
第
５
．
６
回
会
談
冒
頭
の
オ
プ
ラ
ー
の
戸
総
法
第
９
次
草
案
へ
の
総
合
的
回
答
は
、
戸
漣
法
改
正
全
体
に
関
わ
る
問
題
が
典
型
的
に
現
れ
て
お
り
、
「
家
」
関
連
以
外
の
点
も
含
ま
れ
る
が
、
ま
ず
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
第
５
回
会
談
（
「
戸
籍
法
／
会
談
録
」
、
八
／
一
四
、
以
下
四
三
’
四
四
頁
。
以
下
、
文
献
名
に
つ
き
、
本
号
本
文
末
尾
の
略
語
表を参照されたい）で、オプラーは「［…］特に同一戸雑内に親子孫三代（（す『の①ね８．『口ｐＣｐ［の一。〕）が入っている
場合がある点、婚姻によって氏を改めたものが離婚の場合婚姻前の戸籍に複する点、先妻との間にできた子を有する
（７） 
男子が再婚した場合に、その一一一者が同一戸籍内にいることとなる点等を指摘」し、
オ
こ
れ
ら
の
根
本
的
な
諸
点
に
つ
い
て
、
我
々
は
貴
方
の
案
に
反
対
意
見
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
自
分
６
ブ
レ
ー
ク
モ
ー
ァ
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
両
氏
も
す
べ
て
見
解
が
一
致
し
て
い
る
。
賀
方
の
案
に
よ
る
と
、
惑
法
及
び
民
法
改
正
案
に
よ
っ
て
一
旦
廃
止
せ
ら
れ
た
「
家
」
の
制
度
が
裏
口
か
ら
再
び
入
っ
て
来
る
（のロ一の『岳『。Ｅ婆ｇｏ六・○○『）結果を生ずる。貴方では本法案を今期国会に提出するため至急に司令部のアプ
ル
ー
バ
ル
を
得
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
［
…
］
尚
方
の
案
と
我
々
と
の
間
に
前
述
の
よ
う
に
根
本
的
な
意
見の聡い違いがある以上、早急に意見の一致児ることは不可能である。［・・・］
司
本
改
正
案
が
家
の
廃
止
に
即
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
蛎
姻
し
た
場
合
に
新
戸
幡
を
編
成
す
る
こ
と
に
し
た
点などからも明らかだと思う。［…］
戦後占緬期の民法・戸砺法改正過程（八）（和川）
三
九
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最
後
の
日
付
は
、
四
、
五
日
後
、
の
趣
旨
で
あ
り
、
実
際
は
六
日
後
の
水
暇
日
と
な
る
。
Ｇ
Ｓ
か
ら
司
法
省
へ
の
、
麺
要
な
点
の
伝
達
の
た
め
に
は
、
長
谷
川
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
と
わ
ざ
わ
ざ
佐
藤
司
法
省
事
務
次
官
、
奥
野
民
事
局
長
、
青
木
民
事
局
第
二
課
長
を
６
Ｇ
ｓ
に
来
さ
せ
た
感
が
強
い
。
こ
の
第
六
回
会
談
（
同
、
八
／
二
○
、
四
四
頁
以
降
）
の
オ
プ
ラ
ー
の
冒
頭
の
発
言
は
、
Ｇ
Ｓ
の
根
本
的
問
題
意
識
・
草
案
へ
の
反
対
点を概括しているので、ここに全文を見ておきたい。この会談でオプラーは、冒頭、
と
述
べ
た
上
で
、
「
家
」
の
残
存
を
楯
価
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
法
案
に
関
し
、
自
分
は
非
常
に
困
難
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
先
ず
こ
の
法
律
案
は
百
七
十
条
に
も
及
ぶ
。
し
か
も
粉
ち
〔
マ
マ
］
な
法
律
で
あ
っ
て
、
先
に
ブ
レ
ー
ク
モ
ー
ァ
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
両
氏
と
こ
の
法
案
に
つ
い
て
会
談
し
た
と
こ
ろ
、
雌
か
上上ハ、七条しか進行しなかった次第であり、全部を検討するのは容易でない。
次
の
困
難
は
、
当
方
と
貴
方
と
の
間
に
意
見
の
相
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
相
述
と
は
、
第
一
に
婚
姻
し
て
夫
婦
に
な
っ
た
場
合
、
新
戸
籍
を
編
成
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
夫
婦
が
離
婚
を
す
る
と
夫
又
は
妻
は
元
の
氏
を
名
の
る
こ
と
に
な
る
点
（
こ
れ
は
、
婚
姻
に
よ
っ
て
氏
を
改
め
た
夫
又
は
妻
は
離
婚
の
場
合
、
婚
姻
前
の
戸
籍
に
入
る
こ
と
〔
草
案
第
二
十
五
条
］
を
指
す
も
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
四○
ォ［…］本法案に対して我々がもっている根本的な反対については、来週月暇日か火附日、佐藤次官、奥野
局
長
に
逢
っ
た
上
、
我
々
の
意
見
を
述
べ
た
い
。
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と、ＧＳの状況を説明する。
その後に、「家」の制度の点も含めて、総括の意も込めてであろうｌこの戸籍法案は「いわば第二の民法案であ
る。」とたとえるのであったｏ
続
け
て
オ
プ
ラ
ー
は
、
すぐ続けて、「次に困難の第三点「｜として、オプラーは技術的困難を繰り返し、
自
分
の
課
で
は
、
ブ
レ
ー
ク
モ
ー
ァ
氏
帰
国
し
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
氏
不
在
で
、
現
在
居
る
の
は
自
分
と
マ
イ
ャ
ー
氏
の
二
人
で
あ
る
た
め
、
三
、
四
時
間
続
き
の
会
談
を
や
っ
て
も
、
七
、
八
回
は
か
か
る
と
思
わ
れ
、
自
分
等
が
こ
の
法
案
を
理
解
す
る
だ
け
で
もむずかしく［…］
も
同
様
の
精
神
で
つ
ら
ぬ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
の
と
思
う
ｌ
服
部
註
）
は
「
家
」
の
制
度
の
残
存
で
あ
る
［
強
調
和
川
、
次
も
同
］
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
現
在
の
こ
の
法
案
を
国
会
に
提
出
し
て
、
国
会
が
そ
の
ま
ま
通
過
さ
せ
れ
ば
よ
い
が
、
自
分
は
、
国
会
は
そ
ん
な
こ
と
は
す
ま
い
と
思
う
。
プ
レ
ー
ク
モ
ー
ァ
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
両
氏
も
自
分
と
同
意
見
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
文
言
上
の
み
で
な
く
、
新
惑
法
の
精
神
と
一
致
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
又
民
法
改
正
法
律
案
と
も
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
民
法
改
正
案
が
国
会
を
通
過
し
た
ら
、
戸
籍
法
な
お
、
こ
の
法
案
に
よ
る
届
出
が
警
察
制
度
に
近
い
よ
う
な
点
が
あ
る
。
例
え
ば
妊
娠
が
何
回
目
か
と
い
う
よ
う
に
、
国
民
か
戦後占領期の民法・戸藩法改正過程（八）（和田）
四一
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と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
司
法
省
の
反
応
は
、
概
括
す
れ
ば
、
と
当
戸
籍
法
案
（
⑨
案
）
へ
の
全
体
的
回
答
を
締
め
く
く
る
の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｓ
の
意
見
を
簡
約
す
れ
ば
、
こ
の
法
案
は
、
と述べた上で、
以
上
の
よ
う
な
困
難
が
あ
る
の
で
、
こ
の
法
案
は
今
の
国
会
に
は
間
に
合
わ
な
い
よ
う
に
思
う
。
民
法
改
正
案
が
施
行
せ
ら
れ
れ
ば
、
大
い
に
努
力
を
払
っ
て
会
談
を
す
る
余
裕
が
で
き
る
と
思
う
。
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
ら
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
が
如
き
で
あ
る
。
．
「
家
」
制
度
の
残
津
が
あ
る
．
長
く
て
精
微
で
困
難
．（なお、糠察制度的）
・
今
次
国
会
提
出
は
無
理
な
の
で
、
改
正
民
法
成
立
後
審
議
す
る
・民法と戸籍法は絶対に同時施行されるべきである
四
二
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後にも見る通り、民法との同時施行が必須、という司法省に対し「貴方で当方の示唆に従えば」承認を与える、と
条件を付けるのは既に単なる「示唆」ではなく、「拘束権」行使のみならず、限りなく（物理的力は不在の）「強制
戦後占微期の睡法・戸籍法改旺過程（八）（和田）
四三
というものであった。これにオプラーは「十年位」の改製期限を付し、言わばオプラーの戸籍法案修正「三大原則」
として「示唆」して、以下のとおりこの日の会談を終えている（同四七頁）。
結
局
当
方
の
意
見
を
ま
と
め
て
言
え
ば
、
（
二
「
家
」
の
制
度
を
除
く
と
い
う
精
神
を
徹
底
す
る
こ
と
。
（二）一部を法律から削除して、法律を簡明なものとすること。
（三）旧戸繍を新戸籍に切りかえる期限の制限をつけること。
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
会
談
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
局（一）は賛成である。（二）及び（三）の点はなお研究の上至急速緒する。
オ
国
会
が
九
月
末
ま
で
延
期
せ
ら
れ
、
ルーパルを与えることができると思う。［強調和田］
．［そのためならば］「家」制度［の要素〕を払拭し、条文数を大幅に削減する用意がある
．（なお、警察的側面云々はＧＨＱ内部問題ゆえＧＨＱ側での調瀧を希望する）
・その上で、草案にＧＳの「アプルーバル」が与えられることを望む
か
つ
、
貴
方
で
当
方
の
示
唆
に
従
え
ば
、
こ
の
法
案
は
国
会
に
提
出
で
き
る
よ
う
ア
ブ
Hosei University Repository
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
四
四
梅」発動に近いといえよう。
以下、（一）につきＧＳが最も問題とした、戸籍の編製原理の静的側面（個人別編製、三世代戸籍の問題等）、動的
側面（離婚復氏者の復籍の問題等）を順に第一款・第二款で重点的に取り上げ、（二）（三）を第一一一款で、その他の点
も交え論じる。
戸籍の個人別編製案は、公表された要綱・草案には一度も成文化されることなく終わった。
［ｌ］初期①案成立前の「原案」
川島が中心となった最も初期の「原案」は個人別編製であったが、採用されなかったことは既述の通り。
［
２
］
①
案
・
要
綱
．
②
－
⑨
案
この時期には、既に全く案としても出なかった。
第
一
款
戸
籍
編
製
原
理
（
一
）
Ｉ
静
的
側
面
Ｉ
（
１
）
個
人
別
編
製
の
是
非
・
可
否
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と
、
そ
の
採
用
を
主
張
は
し
て
お
ら
ず
、
司
法
省
側
も
最
後
の
発
言
に
対
し
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
爾
法
改
正
過
程
（
八
）
（
側
川
）
という（第一一一回、八／一一、四二頁）。そして、個人別編製（所謂カード式）にブレイクモァは一一一一口及するものの、
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
で
は
、
し
か
し
、
個
人
別
編
成
案
が
幾
度
か
提
案
さ
れ
る
。
第
１
期
に
は
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
は
、
自
ら
最
後
に
ま
と
め
る
ご
と
く
、
［
３
］
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
結
局
ｎ
分
の
意
見
は
、
戸
籍
を
親
子
を
単
位
と
し
て
小
さ
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
実
行
に
は
色
々
困
難
は
あ
ろ
う
が
進
歩
的
な
制
度
だ
と
思
う
。
進
歩
的
な
制
度
は
恐
ら
く
現
在
の
実
状
に
は
合
わ
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
が
将
来
の
為
に
よ
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
〔
…
戸
籍
編
製
単
位
が
］
社
会
生
活
の
実
態
に
合
う
か
ど
う
か
〔
…
〕
徹
底
す
る
と
す
れ
ば
、
各
人
毎
に
戸
籍
を
作
る
外
は
な
い
。
そ
こ
ま
で
し
な
い
の
な
ら
ば
、
な
る
べ
く
「
家
」
の
名
残
を
払
底
［
マ
マ
］
し
て
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る。（第二回、八／九、三八頁）
日
本
で
今
す
ぐ
こ
れ
［
カ
ー
ド
式
］
を
実
施
す
る
こ
と
は
勿
論
む
ず
か
し
い
こ
と
だ
か
ら
、
多
少
昔
の
制
度
に
似
た
制
度
を
と
る
ことはよかろう［…］
四
九
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第二期には、既に見た通り、オプラーは（第六回、八／二○、四六頁）、「当方の一番反対する点は「家」の制度を
残していることである。」と表明するものの、これに対し奥野民事局長が「民法改正法案によって、『家』はなくなっ
た。そこで戸繍は一人一人別にして作るのが良かろうが、それは非常に手数がかかり面倒である。そこで［・・・］夫婦
と子供とを一つのグループにしたまでで、「家」の温存などは勿論考えていない。」と答えると、オプラーも「我々は
新しいアイディアによって、夫婦と未婚の子と一つのグループにすることには反対しない。」とこの点には賛意を表
し、ブレイクモアと同様である。（尚、「ＯＳ戸締法史料八・Ｂ」ともこの点については何等言及していない。）
しかし、第三期に入ると、マコーミックは二度に亙り、個人別編製を主張乃至推薦する。即ち、発言の直接記録で
ない概括によれば、マコーミックは戸籍の存置必要性にすら疑念を投げ掛け、
と述べて終わっている。
日
本
で
も
経
済
力
が
回
復
す
れ
ば
一
人
戸
籍
に
し
た
い
の
だ
が
、
現
在
で
は
む
ず
か
し
い
。
（
以
上
、
第
三
回
、
八
／
二
、
三
九頁）
戸籍に関する事務のうち戸繍簿のみに残る事例例えば成年者の養子縁組、父が自ら進んでなした認知、国籍
の喪失等の［和田注『事項ｓが脱落と思われる］出生、婚姻、死亡等の届出の如く統計上の必要から厚生省
にも送られる事項と、裁判所の記録にも残される事項、例えば家事審判所において決定された親権、後見など
の届出等とに分類し、第一に属する事項は非常に少いから戸瀞というものを存極する必要はないではないか
法
響
工
心
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
四
一Ｂ－
′、
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と
言
い
、
続
け
て
「
又
存
置
す
る
と
し
て
も
個
人
個
人
の
一
Ｐ
籍
に
し
て
は
如
何
」
と
提
案
す
る
。
こ
れ
に
対
し
司
法
省
側
は
、
「
戸
籍
は
家
族
員
の
身
分
関
係
を
明
に
し
、
又
、
個
人
個
人
の
登
録
か
ら
来
る
紙
と
労
力
を
省
く
も
の
で
あ
る
」
と
答
え
た
の
に
対
し
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
「
要
す
る
に
一
般
人
民
が
区
役
所
又
は
市
町
村
役
場
の
戸
籍
係
の
み
に
行
け
ば
用
が
足
り
、
又
、
そ
こ
で
す
べ
て
の
事
（
例
え
ば
裁判関係のこと）がわかるから存置理由があるのだろう」と言っている。（以上、第八回、一○／一、四七頁。）
し
か
し
こ
れ
で
は
収
ま
ら
ず
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
三
日
後
に
「
戸
廠
を
個
人
個
人
に
つ
い
て
作
成
し
て
は
如
何
。
」
と
繰
り
返
し
、
個
人
別
編
製
に
固
執
す
る
。
司
法
省
は
、
「
個
人
個
人
に
す
る
と
紙
や
手
数
が
か
か
る
上
、
日
本
の
瀦
地
は
欧
米
旅
と
異
っ
て
時
に
は
一
番
地
が
一
地
域
を
包
含
す
る
事
が
あ
る
為
、
そ
の
個
人
個
人
を
帳
簿
に
戦
せ
た
場
合
、
い
ろ
は
順
に
な
ら
べ
る
事
は
、
英
米
流
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
式
の
様
に
容
易
な
事
で
は
な
い
。
」
と
説
明
し
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
も
漸
く
「
諒
解
し
た
。
」
と
答
え
、
こ
の
後
こ
の
点
は
問
題
に
さ
れなかった（第一○回、一○／四、四八頁）。
こ
の
く
だ
り
に
つ
き
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
自
身
の
一
二
月
一
日
付
け
の
記
録
で
も
、
個
人
別
編
製
の
登
録
と
は
正
反
対
の
極
を
な
す
、
家
族
［
単
位
］
の
登
録
が
［
仰
々
］
必
要
か
、
と
い
う
問
題
が
相
当
入
念
に
検
討
さ
れ
た
。
日
本
社
会
に
お
け
る
家
族
の
［
重
要
な
］
地
位
に
加
え
、
こ
れ
を
単
位
と
す
る
登
録
の
便
利
さ
を
考
え
れ
ば
、
結
論
と
し
て
は
家
族
登
録
は
望
ま
し
い
の
み
な
ら
ず
実
務
遂
行
に
際
し
て
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た
個
人
の
尊
厳
と
は
対
立
す
る
も
の
で
はない、との確証を得た。［・・・］（「ＧＳ戸籍法史料Ｃ」第２パラグラフ）
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
濡
法
改
正
過
程
（
八
）
（
和
田
）
四
七
戸
： 
● 
｡､ 
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尚
、
個
人
別
編
製
に
つ
い
て
は
、
当
初
こ
れ
を
採
用
し
た
川
島
幹
事
の
「
原
案
」
を
我
妻
を
含
む
起
草
委
員
が
支
持
せ
ず
、
我
妻
が
逆
に
来
栖
幹
事
に
、
さ
ほ
ど
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
な
い
案
を
起
案
す
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
参
考
ま
で
に
そ
の
我
妻
に
よ
る
、
（８） 
個
人
別
編
製
不
採
用
の
事
後
的
評
価
・
反
省
を
こ
こ
で
見
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
一
九
五
三
年
の
研
究
者
の
座
談
会
で
の
発
言
で
あ
る
。
ま
ず、兼子一がいう。
［
４
］
国
会
審
議
国
会
審
議
で
は
個
人
編
製
の
主
張
は
な
く
、
奥
野
に
よ
る
簡
単
な
言
及
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
議
員
か
ら
は
逆
に
、
個
人
編
製
と
は
正反対の極をなす三世代以上の編製容認論が出ており、次項で奥野の個人編製への言及と共にまとめて述べる。
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
編
製
方
法
に
つ
き
「
個
人
の
尊
厳
」
と
「
対
立
」
し
か
ね
な
い
要
因
が
マ
ッ
コ
ー
ミ
ッ
ク
に
よ
り
看過されていたことは、本款第（３）項「戸籍筆頭者」の問題、で述べる。
兼
子
［
…
］
私
な
ん
か
は
民
法
の
改
正
が
過
ぎ
た
る
で
な
く
及
ば
ざ
る
も
の
だ
と
思
う
。
た
と
え
ば
氏
と
か
戸
籍
の
問
題
は
こ
わしてしまった方がよかったのではないか。戸籍なども今まであったものがへるからさびしくなるとか「家」
が
な
く
な
る
と
い
う
感
じ
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
初
め
か
ら
個
人
カ
ー
ド
に
切
り
か
え
て
し
ま
え
ば
そ
う
い
う
問
題
は
起
ら
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
法
学
志
林
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こ
れ
は
事
後
的
評
価
で
も
あ
り
、
深
く
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
こ
の
問
題
が
戸
籍
簿
間
相
互
参
照
の
便
利
さ
、
記
録
内
容
の
一
括
性
・
家
族
関
係
一
覧
の
容
易
さ
、
当
時
の
紙
不
足
、
と
い
っ
た
理
由
だ
け
で
は
結
論
を
下
し
が
た
い
根
深
い
問
題
を
孕
ん
で
い
た
事
だ
け
は
、
こ
の
我
妻
の
言
に
も
鑑
み
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
我
妻
は
自
ら
の
思
惑
・
予
想
が
外
れ
た
こ
と
、
個
人
別
編
製
に
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
の
で
は
、
と
の
思
い
を
吐
露
す
る
の
で
あ
る
。
まず、関連する要綱・草案条文変化を一覧しておく。
戦後占領期の民法・戸濡法改正過程（八）（和川）
我
妻
そ
れ
は
決
し
て
立
法
を
弁
解
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
ぼ
く
自
身
が
戸
繍
に
対
し
て
こ
れ
だ
け
国
民
の
愛
着
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
点
は
今
に
し
て
思
え
ば
あ
の
と
き
に
そ
こ
ま
で
や
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
と
い
う
感
じ
も
す
る
。
現
在
戸
籍
制
度
を
基
礎
に
し
た
「
家
」
の
思
想
の
復
活
が
す
で
に
非
常
に
強
く
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
宮
沢
〔
俊
義
ご
先
生
（９） 
がいつか一一一一口われた「家滅びて氏あり」、ところが「氏とともに戸籍あり」で、今度は逆に一戸籍から氏、そして
「
家
」
の
復
活
へ
と
い
う
道
が
非
常
に
多
い
ん
で
す
ね
。
（２）「三世代戸薇徹底排除」編製原理の確立
四
九
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◎
第
六
条
法
学
志
休
第
一
○
卿
巻
第
三
号
五○
◎は、一九四七年一二月に国会で成立した戸籍法の生粂又。この条文番号（◎とサイドラインを各条文の冒頭に同時
に付した）に従って整理する。
要
綱第
一
戸
籍
は
［
…
］
夫
婦
及
び
子
其
の
他
民
法
に
依
り
之
れ
と
氏
を
同
じ
く
す
る
者
（
配
偶
者
あ
る
者
を
除
く
）
を
単
位
と
し
て
之を編製することを原則とすること。
①
第
九
条
（
現
行
法
通
）
〔
マ
マ
・
改
正
前
の
戸
籍
法
の
通
り
、
の
意
］
第
九
条
ノ
ー
戸
主
ノ
戸
籍
ニ
在
ル
者
ハ
其
家
族
ト
ス
（
民
七
三
二
）
第
九
条
ノ
三
子
ハ
父
ノ
戸
締
二
人
ル
父ノ知レサル子ハ母ノ戸籍二人ル（民七三三）
旧法〔本章・次章以後も、一九四五年末を基準とする］
第
九
条
戸
籍
ハ
［
…
］
戸
主
ヲ
本
ト
シ
テ
一
戸
毎
二
之
ヲ
編
製
ス
［
和
田
注
以
後
出
て
来
る
、
配
偶
者
有
無
と
の
関
連
は
規
定
無
し
。
ま
た
、
具
体
的
な
詳
細
規
定
は
民
法
に
あ
る
が
、
個
別
具
体
的
戸
主
権
の
行
使
に
よ
り
、
編
製
の
実
態
が
変
わ
っ
て
来
る
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
］
Ｆ１ 
ｉ 
Ｄｄ 
Hosei University Repository
⑨
第
六
条
一
項
本
文
戸
籍
は
、
［
…
］
｜
の
夫
婦
及
び
民
法
の
規
定
に
よ
っ
て
こ
れ
と
氏
を
同
じ
く
す
る
直
系
卑
属
ご
と
に
、
こ
れ
を
編
成
す
る
。
但
し
、
配
偶
者
が
な
い
者
に
つ
い
て
あ
ら
た
に
戸
籍
を
編
成
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
及
び
民
法
の
規
定
に
よ
っ
て
こ
れ
と
氏
を
同
じ
く
す
る
直
系
卑
属
ご
と
に
、
こ
れ
を
編
製
す
る
。
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
繍
法
改
正
過
膿
（
八
）
（
和
Ⅲ
）
丘一
⑦
第
九
条
戸
籍
ハ
［
…
］
一
ノ
夫
婦
及
上
民
法
ノ
規
定
ニ
依
り
之
卜
氏
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
直
系
卑
属
ヲ
以
テ
之
ヲ
編
製
ス
但
シ
配
偶
者
ナ
キ
者
二
付
テ
ハ
其
者
及
上
民
法
ノ
規
定
ニ
依
り
之
卜
氏
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
直
系
卑
属
ヲ
以
テ
之
ヲ
編
製
③
④
⑤
⑥
 
夫
婦
二
非
サ
ル
［
⑥
配
偶
者
ナ
キ
〕
者
二
付
キ
新
二
戸
籍
ヲ
編
製
ス
ル
ト
キ
ハ
［
⑤
⑥
編
製
ス
ル
戸
籍
二
付
テ
ハ
］
其
者
及
上
民
法
ノ
規
定
ニ
依
り
之
卜
氏
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
血
系
卑
属
ソ
以
テ
ニ
戸
ト
ス
第
九
条
戸
籍
ハ
［
…
〕
一
戸
毎
二
之
ヲ
編
製
ス
｜
ノ
夫
婦
及
上
民
法
ノ
規
定
ニ
依
り
之
卜
氏
ヲ
同
シ
ク
ス
ル
直
系
卑
属
ヲ
以
テ
ニ
Ｐ
ト
ス
［
扣
田
注
⑥
迄
に
比
し
、
「
二
Ｐ
毎
二
之
ヲ
編
製
ス
」
の
表
現
が
削
除
さ
れ
た
以
外
は
、
内容は同一。〕
ス
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◎
第
一
六
条
［
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
、
旧
法
下
で
は
「
人
夫
婚
姻
」
で
あ
っ
た
場
合
の
対
応
規
定
が
①
に
も
、
ま
た
婚
姻
で
氏
を
改
め
な
い
者
が
誰
か
及
び
そ
の
者
が既に戸籍筆頭者である場合の規定が③ｌ⑪◎にもあるが、本稿では、婚姻で新戸籍編製が原則、
と
い
う
新
規
定
が
重
要
な
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
細
引
川
し
な
い
。
］
要
綱
第
三
新
戸
籍
の
編
製
は
左
の
場
合
に
於
て
為
す
も
の
と
す
る
こ
と
。
①
第
九
条
ノ
四
妻
ハ
幡
姻
二
因
リ
テ
夫
ノ
戸
溌
二
人
ル
［
…
］
（
民
七
八
八
）
［
旧
法
参
照
］
旧
法
戸
籍
法
に
該
等
規
定
無
し
、
民
法
に
次
の
規
定
あ
り
（
①
参
照
）
第
七
八
八
条
妻
ハ
婚
姻
二
因
リ
テ
夫
ノ
家
二
人
ル
［
…
］
⑩
⑪
◎
第
六
条
一
項
本
文
戸籍は、〔…］一の夫婦及びこれと氏を同じくする子ごとに、これを編成する。但し、配偶者がない者につい
て
あ
ら
た
に
戸
籍
を
編
成
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
及
び
こ
れ
と
氏
を
同
じ
く
す
る
干
ご
と
に
、
こ
れ
を
編
製
す
る
。
［和田注「直系卑属」が「子」になり、「民法の規定によって」（氏を同じくする）、の表現が削除された。］
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
五
一-
一
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◎第一七条
［以上見る通り、旧法と①案を除いて、婚姻での新戸籍編製の原則は要綱以来一貫している。］
⑩
⑪
◎
 
第
一
七
条
戸
籍
の
筆
頭
に
記
載
し
た
者
及
び
そ
の
配
偶
者
以
外
の
者
が
こ
れ
と
同
一
の
氏
を
称
す
る
子
又
は
養
子
を
有
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
新
戸
籍
を
編
成
す
る
。
戦後占緬期の民法・戸籍法改正過程（八）（和田）
五三
①案・要綱．②ｌ⑨案は無し
⑨
第
二
三
条
。
⑩
⑪
◎
第
一
六
条
、
同
文
婚姻の届出があったときは、夫婦について新戸籍を編製する。［。：］
③
④
⑤
⑥
⑦
 
第一一三条婚姻ノ届出アリタルトキハ夫婦二付キ新［③二］戸籍ヲ編成ス
［●・・］ 婚姻
の
届
出
あ
り
た
る
と
き
［
…
］
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［
２
］
草
案
③
ｌ
⑨
◎
の
第
六
条
該
当
条
文
は
、
③
ｌ
⑨
は
一
貫
し
て
、
「
直
系
卑
属
」
を
含
む
の
で
あ
り
、
「
三
世
代
戸
術
原
則
排
除
」
に
過
ぎ
な
い
。
（婚姻による新戸籍編製原則は一貫している。）
ただ、③④⑤⑥案では、冒頭で戸籍は「一戸」毎に編制する、とし、第二項で「二Ｐ」を定義する体裁を採ってい
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
⑦
草
案
以
降
現
行
法
ま
で
は
、
「
戸
」
の
概
念
を
捨
て
、
単
な
る
戸
籍
編
製
方
法
の
規
定
としたのであった。言うまでもなく旧法下では「戸」Ⅱ「家」である。四七年五月一一一日の新護法施行に間に合わせ、
同時施行する予定であった⑥案までには、まだ「家」の概念が色濃く残っていたことになる。
こ
の
「
戸
」
の
概
念
・
用
語
が
削
除
さ
れ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
な
い
が
、
起
草
委
員
・
紳
事
・
司
法
省
が
少
し
で
も
［ｌ］①案・要綱
①
案
は
編
製
原
理
上
は
、
旧
法
と
変
わ
り
は
な
い
。
要
綱
第
一
で
、
「
三
世
代
戸
繍
原
Ⅲ
排
除
」
の
編
製
原
理
で
あ
る
こ
と
は
述
べ
た
。
（
蛎
姻
に
よ
る
析
戸
綴
編
製
原
川
が
一
倒
し
て
い
る
のは見るとおりである。）この後、ＯＳの会談を経て「三世代戸薪徹底排除」（例外皆無）の編製原理への修正過程が
始まる。
次
に
、
改
正
過
程
を
順
次
見
て
お
く
。
法
学
志
林
箙
一
○
四
巻
鋪
三
号
五
四
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［
３
］
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
結論から言えば、ＧＳとの会談を経て、⑩で「直系卑属」が「子」になり、これに第一七条が加わって、「三世代
戸籍徹底排除」原理が確立される。（婚姻による新戸籍編製原則は一賀している。）
会談では、第一期で、個人別編製を主張しなかったブレイクモァが、具体的に問題としたのは、まず、第六条は編
製原則ゆえ、「直系卑属」は「未婚の」或は「配偶者のない」と明示すべき、という点であり（第一回、八／八、三
六頁）、次に「会談」を通して股大の論点となった一つ、第六条により、一夫婦はその未婚の女子が出産した非嫡出
子（孫）と共に三世代戸籍を編成するのは「『家」の名残ではないか」、の二点である。
前記草案⑨の関迎条文第六・二三条を見れば分かる通り、後者の場合三世代戸繍が現出する。この点、プレィクモ
ァと司法省の問答を追ってみよう。（以下、まず第二回、八／九、三八頁。）
「家」残存の印象を拭うべく努めたものと推測されよう。また、四七年三月一日付けの⑥案までは吉田内閣下での草
案であるのに対し、同年六月三○日付の⑦案以降は同六月一日成立の片山内閣下であることを考えると、野党党首時
代
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
な
民
法
改
正
を
主
張
し
、
首
相
と
な
る
や
否
や
民
法
の
口
語
化
（
こ
れ
に
っ
ら
れ
戸
籍
法
も
口
語
化
し
た
の
は
前
述
の
（Ⅲ） 
通り）を強力に推進した片山哲の影瀞下、起草者達がこうした努力をした可能性もあるであろう。
司ブ
［…］孫が祖父母と同一戸繍内に居るという状態は生ずることがないか。
原則としてさような状態は生じない。しかしながら、例えば、女の子が生んだ私生児はその女の子の両親
戦後占領期の民法・戸慈法改正過程（八）（和田）
五五
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日を改めて、折衝が続く。（第三回、八／二、三九’四○頁。）
ブそのような状態は「家」の名残ではないか。戸籍は、どうしても親子を単位として編成すべきものと思う。
司当方では親子と共に夫婦を戸籍編成の単位とする構想をとったので正当な婚姻のない私生児の場合には、
新戸籍を編成しないのである。
ブ
親
子
を
単
位
と
し
て
は
ど
う
か
。
司私生児などは、普通母の許に居って母や母の父母と生活を共にする。前述のように、当方では、戸籍を社
会
生
活
の
実
態
に
な
る
べ
く
合
わ
せ
た
い
た
め
、
必
ず
し
も
親
子
を
絶
対
の
単
位
と
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
ブ
前
に
述
べ
た
通
り
、
社
会
生
活
の
実
態
に
合
う
か
ど
う
か
は
、
い
ず
れ
の
方
法
を
と
っ
て
も
大
差
は
な
い
。
徹
底
す
る
と
す
れ
ば
、
各
人
毎
に
戸
籍
を
作
る
外
は
な
い
。
そ
こ
ま
で
し
な
い
の
な
ら
ば
、
な
る
べ
く
「
家
」
の
名
残
を
払
底
［
マ
マ
］
し
て
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
司
こ
の
点
は
、
新
し
い
戸
籍
制
度
の
根
本
的
な
重
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
に
わ
か
に
確
答
し
得
な
い
。
更
に
考
慮
研
究
す
る
こ
と
と
す
る
。
司
［
…
］
私
生
児
が
で
き
た
場
合
に
、
直
に
私
生
児
と
そ
の
母
と
で
新
戸
籍
を
編
成
す
る
こ
と
或
は
、
私
生
児
の
母
が
他
の
男
と婚姻をした場合に私生児のみの新戸籍を編成することは紙や手数の関係から、技術的にむずかしい。
プ技術的にむずかしいというためには、私生児及び私生児のある者の婚姻の統計的数字が必要である。
司なお、技術的な面を別としても、私生児ができた場合には、その私生児は母と共にその母の両親と生活を
法
学
志
林
第
一
〔
と同一戸籍に入る。
ブ
そ
の
よ
う
な
状
隼
司
当
方
で
は
親
子
‐
第
一
○
Ⅲ
巻
第
三
［~、アア
b［ 
六
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司
昔
は
、
日
本
で
は
、
社
会
生
活
の
実
態
は
、
何
世
数
も
の
人
間
が
生
活
を
共
に
し
て
い
っ
た
が
マ
マ
］
、
か
か
る
状
態
は
、
都会では既に解消しており、田舎でも農地改革の結果として消滅することと思う。それ故、夫婦及び親子を戸
籍
の
単
位
と
す
る
こ
と
は
認
め
る
だ
ろ
う
が
、
私
生
児
の
母
子
を
独
立
し
て
、
一
つ
の
新
戸
籍
を
作
る
こ
と
は
恐
ら
く
は
将
来
と
し
て
も
実
状
に
は
合
致
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
、
国
民
生
活
の
実
態
に
合
致
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
当
方
の
案
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
ブ
我
妻
教
授
の
考
え
は
ど
う
か
。
司
我
妻
教
授
は
、
こ
の
案
に
つ
い
て
了
解
し
て
お
ら
れ
る
。
ブ
同
教
授
に
自
分
の
考
え
を
話
し
て
貰
い
た
い
。
貴
方
の
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
大
に
理
屈
が
あ
っ
て
、
社
会
の
実
状
に
合
わ
な
い
改
正
は
危
険
で
あ
っ
て
更
に
大
き
な
目
的
に
失
敗
し
易
い
。
し
か
し
な
が
ら
貴
方
の
や
り
方
は
、
原
則
の
上
に
色
々
の
例
外
を
設けていて法律的にもむずかしい案である。そこでもし改正が実態に合わない場合には、新戸籍法は法律上の
関
係
を
主
と
し
て
立
案
し
た
の
だ
か
ら
、
社
会
生
活
の
実
態
に
会
わ
ぬ
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
宣
伝
し
て
国
民
に
了
解
せ
し
め
ればよい。問題は二点あって、一つは、手数がかかるというのならば、その数字的、統計的根拠を示すことで、
余
り
に
手
数
が
か
か
る
と
い
う
の
な
ら
ば
採
用
で
き
な
い
。
他
の
一
つ
は
、
国
民
が
納
得
す
る
か
ど
う
か
の
点
で
あ
っ
て
、
世
論
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（八）（和田）
五
七
要請である。
司
或
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
［
強
調
和
田
］
し
か
し
現
一
在
の
一
般
国
民
に
と
っ
て
は
婚
姻
し
た
と
き
に
は
、
戸
籍
が
別
に
な
る
こ
と
だ
け
で
も
大
改
革
で
も
あ
る
。
ブ
し
か
し
、
戸
籍
の
制
度
を
改
正
す
る
こ
と
は
、
憲
法
或
は
民
法
の
改
正
に
附
随
す
る
問
題
で
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
当
然
の
共同にするのが普通であって、私生児が母と二人だけで生活をすることは考えられない。それ故、理論的な問
ブ
理
解
し
や
す
い
と
い
う
の
は
、
今
迄
の
「
家
」
の
思
想
が
の
こ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
題
は
別
と
し
て
、
私
生
児
を
そ
の
母
及
び
母
の
両
親
と
同
じ
戸
籍
に
入
る
こ
と
に
し
て
お
く
方
が
一
般
の
国
民
に
は
理
解
し
易
い
。
Hosei University Repository
今
迄
の
『
家
』
の
思
想
が
の
こ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
」
と
胸
摘
す
る
が
、
じ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
点
を
意
識
は
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
要すれば、司法省は「戸籍を社会生活の実態になるべく合わせたい」と言いつつ、その心中は既に見たとおり、事
務の負担・混乱を最小限にとどめたい、ということであったろう。このためには司法省は、原則は二世代迄の戸籍に
するにせよ、本項のような例外的ケースではわざわざ新戸籍編製するのは避け、三世代戸籍の出現も厭わない。
す
で
に
述
べ
た
、
司
斗
明らかになって行く。
を開く。
「家」的意識に従わせるのが最も安易な方法である点にある。司法省の「私生児をその母及び母の両親と同じ戸籍に
入ることにしておく方が一般の国民には理解し易い。」との主張に対し、ブレイクモァは、「理解しやすいというのは、
今迄の『家』の思想がのこっているからであろう。「｜と指摘するが、司法省も「或はそうかもしれない。」（１）と応
Ａ 
Ｌ 
、－〆
○ 
問題は、混乱を最小限にとどめるには、戸籍制度、乃至戸籍簿の編製原理自体を、国民の間に根付いている旧来の
こ
の
第
一
期
会
談
を
終
え
た
後
、
八
月
一
二
日
の
ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
自
身
に
よ
る
本
問
題
点
の
整
理
を
見
よ
う
（
「
Ｏ
Ｓ
戸
籍
法
史
料
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
五八
に訴え、国民の意向によって決することで、余りに複雑な制度を作って国民が新制度に転化できないようでも
困る。以上が自分の意見の要点である。
司法省の条文起草の基本方針の最大の問題点はここにあった。これは、今後見る他の点でも次第に
こ
の
安
易
な
方
法
は
、
「
家
」
類
似
条
項
の
存
置
に
道
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第
二
期
に
、
オ
プ
ラ
ー
も
特
に
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
（
第
五
回
、
八
／
一
四
、
四
三
頁
）
。
司
法
省
の
概
括
で
は
、
オ
プ
ラ
ー
は
既
述
の通り「［…］特に同一戸籍内に親子孫三代（岳『。●ぬの。①巳二。ご）が入っている場合がある点［…］、等を指摘し」た
上
で
、
曰
く
「
こ
れ
ら
の
根
本
的
な
諸
点
に
つ
い
て
、
戎
々
は
貴
方
の
案
に
反
対
意
見
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
目
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
議
法
改
正
過
程
（
八
）
（
加
川
）
五
九
と
述
べ
た
の
ち
、
ブ
レ
ィ
ク
モ
ァ
は
草
案
⑨
の
戸
籍
編
製
原
理
を
概
説
し
、
以
下
の
よ
う
に
問
題
と
解
決
法
を
指
摘
す
る
。
こ
の
文
書
が
オ
プ
ラ
ー
に
提
出
さ
れ
、
第
二
期
に
移
る
。
こ
の
よ
う
な
拡
張
さ
れ
た
家
族
制
度
を
継
続
す
る
の
は
、
私
に
は
若
干
危
険
に
思
わ
れ
る
。
［
…
］
現
在
案
を
総
て
、
目
白
日
］
愚ヨーーロ［Ⅱ親と未成年・未婚の子］のみを登録の一単位としてまとめる原理に従う登録制度にするべく日本
側
に
既
に
提
案
し
た
。
こ
の
原
理
を
当
て
嵌
め
れ
ば
、
〔
…
］
子
が
別
の
者
を
養
子
と
し
た
場
合
（
こ
れ
で
三
世
代
が
［
同
一
戸
籍
内
で
］
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
）
、
ま
た
は
子
が
［
同
じ
氏
を
名
乗
る
］
非
嫡
出
子
を
認
知
し
た
場
合
、
自
動
的
か
つ
例
外
な
く
戸
籍
分
離
し
、
同
じ
氏
の
下
に
新
戸
籍
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
れ
ば
、
一
戸
籍
に
入
る
の
は
二
世
代
ま
で
に
限
定
し
、
孫
の
同
一
戸
籍
記
載
継
続
を
排
除
す
る
の
で
あ
る
。
［
現
時
点
の
草
案
⑨
に
］
旧
法
上
の
手
続
き
が
幾
つ
か
［
そ
の
ま
ま
］
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
不
必
要
な
ば
か
り
で
な
く
、
旧
い、表面上は既に否認された法律上の家族制度〔．甘日旨⑰）．⑪（の曰３以下同］に固執したがる反動的諸グループ
により利用される可能桃がある。
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という点だ、とブレィクモァの文言をほぼそのまま孫川している。具体的な問題としては後述第二款（１）の離蟠復
氏
者
の
復
繍
が
主
に
批
判
の
対
象
に
挙
が
っ
て
い
る
が
、
ま
と
め
と
し
て
三
世
代
徹
底
排
除
原
理
も
「
一
つ
の
戸
籍
簿
が
三
世
代
以
上
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
事
態
は
絶
対
に
避
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
表
現
で
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
八
月
二
○
日
の
会
談
で
、
［…］私は司法省の代表に以下の点を伝えた。［…〕法案の実体は、前述［…の］通り幾つかの面［三世代戸籍が可能
な点含む〕で同意しがたい。」と結んでいる。
これを受け、司法省側は、第３期に入る前、九月九日⑩案で冒頭条文の通り、第一七条で以て「三世代戸籍徹底排
除
原
理
」
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
こ
の
条
文
が
国
会
で
成
立
す
る
。
法
学
志
休
銅
一
○
四
巻
第
三
号
六○
分
も
プ
レ
ー
ク
モ
ー
ァ
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
両
氏
も
す
べ
て
見
解
が
一
致
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
、
こ
れ
を
「
『
家
』
の
制
度
が
裏
口
か
ら
再
び
入
っ
て
来
る
結
果
を
生
ず
る
」
と
迄
言
い
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
会
談
後
の
オ
プ
ラ
ー
自
身
の
記
録
（
一
九
四
七
年
八
月
二
二
日
付
け
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
、
Ｇ
Ｓ
戸
籍
法
史
料
Ｂ
）
で
は
、
ま
ず
オ
プ
ラ
ー
の部局が反対するのは、
新
法
案
中
に
、
旧
法
上
の
手
続
き
が
幾
つ
か
［
そ
の
ま
ま
〕
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
不
必
要
な
ば
か
り
で
な
く
、
旧
い
、
表
面
上は既に否認された「家」制度（原面文．威○Ｐ⑫の：閨の計○日）に固執したがる反鋤的諸グループにより利用される
可能性がある。
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司
法
省
側
、
就
中
青
木
も
こ
の
点
は
、
強
く
印
象
に
残
っ
た
と
見
え
、
後
に
次
の
様
に
他
の
者
と
共
に
語
っ
て
い
る
。
（
「
戸
籍
法
／
座
談会Ⅱ」三Ｋ’三六面。）
平
賀
と
こ
ろ
が
不
思
議
に
思
う
の
は
、
こ
う
い
う
問
魍
を
ど
う
し
て
司
令
部
側
が
気
が
つ
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
青
木
先
方
は
な
か
な
か
勉
強
し
て
ま
す
。
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
濡
法
改
正
過
程
（
八
）
（
和
川
）
一ハー
青
木
そ
う
で
す
。
これを受け入れることになってきたわけです。［強調和川］
平
賀
そ
う
す
る
と
こ
の
十
七
条
は
司
令
部
側
か
ら
川
た
案
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
戸
籍
を
新
法
戸
稽
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
逆
の
面
の
利
益
も
な
い
こ
と
は
な
い
と
。
こ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
も
青
木
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
で
の
細
い
［
マ
マ
］
点
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
例
の
二
代
戸
廠
を
排
除
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
、
現
行
の
十
七
条
を
加
え
た
こ
と
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
改
服
狸
棡
の
と
き
か
ら
、
日
常
の
家
族
生
活
形
態
と
合
わ
せ
て
戸
籍
を
編
製
す
る
、
す
な
わ
ち
原
則
と
し
て
夫
婦
親
子
の
戸
籍
に
す
る
案
が
と
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
し
て
、
た
だ
例
外
的
に
、
三
代
が
一
緒
に
な
る
場
合
が
あ
り
得
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
例
外
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
そ
ん
な
に
意
に
も
と
め
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
突
い
て
き
た
の
で
す
。
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
の
蕊
本
の
考
え
方
と
し
て
は
、
戦
後
の
日
本
の
民
主
化
の
た
め
に
は
、
家
の
廃
止
を
徹
底
的
に
や
ら
な
き
ゃ
い
か
ん
。
［
和
川
注
こ
れ
が
単
純
化
に
過
ぎ
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
。
］
し
た
が
っ
て
戸
籍
の
面
で
も
、
ま
だ
家
の
考
え
方
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
は
す
こ
ぶ
る
困
る
と
、
そ
う
い
う
観
点
か
ら
三
代
戸
籍
の
排
除
を
し
ろ
と
い
う
要
請
な
ん
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
当
方
と
し
て
は
例
外
的
に
生
ず
る
場
合
を
排
除
す
る
だ
け
の
こ
と
だ
か
ら
、
さ
ほ
ど
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
、
十
七
条
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要
す
れ
ば
、
若
干
手
数
が
蝋
し
て
も
そ
の
分
早
く
戸
籍
繩
の
改
製
が
進
む
、
と
い
う
利
益
に
鑑
み
て
、
司
法
省
が
第
一
七
条
導
入
に
踏
み
切った事情が窺われる。（この点、「会談録」には記録されていない。）
［
２
］
国
会
審
議
し
か
し
、
同
四
七
年
二
月
の
国
会
で
は
こ
の
点
が
問
題
に
な
っ
た
。
青
木
向
こ
う
も
勉
瞼
し
て
ま
す
か
ら
ね
。
あ
れ
こ
れ
突
っ
つ
か
れ
る
と
４
日
状
し
ち
ゃ
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
（肥）
平
賀
勉
強
は
し
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
だ
れ
か
教
え
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
ね
。
（
笑
）
こ
の
規
定
は
、
い
ま
か
ら
見
る
と
、
あ
っ
て
悪
い
規
定
じ
ゃ
な
い
し
、
い
い
規
定
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
法
学
志
林
第
一
○
四
毬
箙
二
号
一ハーー
田
中
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
〔
マ
マ
和
田
注
こ
れ
は
ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
の
誤
り
］
が
指
摘
し
て
い
る
の
で
す
が
、
日
本
の
法
制
に
つ
い
て
ず
い
ぶ
ん
よ
く
わ
か
っ
た
方
だ
な
と
ぼ
く
も
感
心
し
て
い
る
ん
で
す
。
青
木
ブ
レ
ー
ク
モ
ァ
さ
ん
は
東
大
の
法
学
部
で
勉
強
し
た
ん
だ
か
ら
、
日
本
法
に
つ
い
て
は
通
暁
し
て
ま
し
た
か
ら
ね
。
日
本
語
の
法
律
書
で
必
要
な
も
の
は
全
部
読
ん
で
い
る
。
平
賀
た
だ
日
本
の
法
律
家
だ
っ
た
ら
、
特
に
戸
籍
に
詳
し
い
人
は
ど
う
い
う
ぐ
あ
い
に
二
代
戸
燕
が
で
き
る
か
が
わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
一
般
の
法
律
家
だ
っ
た
ら
、
ど
う
い
う
ぐ
あ
い
に
三
代
戸
籍
が
で
き
る
の
か
と
言
わ
れ
て
６
ね
。
青
木
そ
れ
は
ぼ
く
の
説
明
が
ま
ず
い
而
も
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
な
。
（
笑
）
先
方
か
ら
純
粋
に
夫
婦
と
そ
の
子
供
だ
け
の
戸
簸
（Ⅱ） 
かと突っこまれれば、嘘もいえないから必ずしもそうでもないということを一一一一回ったかもしれませんね。
島
野
娘
が
非
嫡
の
子
を
生
ん
だ
ら
親
の
戸
廠
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
三
代
戸
繍
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
突
っ
つ
か
れ
る
．上」◎
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と前置きし、次に、個人別編製の場合の不便さ・困難を予測する。
更にこ》」で、「三世代戸籍徹底排除原理」を説明し、第一七条に言及する。
戦
後
占
捌
期
の
民
法
、
戸
職
法
改
正
過
程
（
八
）
（
和
川
）
（川）
奥野政府委員の提案理十山説明の要点は次のとおりである。
ま
ず
第
一
に
、
戸
籍
の
編
製
方
法
を
根
本
的
に
改
め
た
点
を
挙
げ
る
。
そ
こ
で
、
新
た
な
編
製
基
準
を
説
明
す
る
。
従って他にその編成の基準を求めなければならぬ（…］が、［・・
ものを見出しがたい［…］。［…］この編成方法は、戸籍をして、
る［…」［強調和田］
従
来
戸
籍
は
各
家
ご
と
に
編
成
さ
れ
、
い
わ
ば
家
の
登
録
［
…
で
あ
っ
た
が
、
…
］
民
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
の
家
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
［
…
］
と
、
戸
籍
を
編
成
す
る
基
本
的
な
基
準
が
、
ま
っ
た
く
失
わ
れ
る
［
…
］
し
か
し
［
…
］
各
個
人
ご
と
に
編
成
す
る
［
…
］
と
、
各
個
人
間
相
互
の
続
柄
が
不
明
瞭
と
な
り
、
国
民
一
般
に
非
常
な
不
便
［・Ｉ］、他方戸籍事務の取扱上、予測すべからざる困難を招来する［…］
［
…
］
夫
婦
親
子
を
単
位
と
す
る
以
外
に
、
他
に
適
当
な
あ
る
程
度
現
実
の
親
族
共
同
生
活
体
に
即
応
せ
し
め
一ハーニ
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政
府
委
員
奥
野
の
説
明
は
、
一
一
月
二
五
日
の
参
議
院
司
法
委
員
会
で
も
、
大
体
衆
議
院
の
委
員
会
と
同
じ
で
あ
り
、
衆
議
院
の
質
疑
に
挙
が
っ
た
点
を
初
め
か
ら
入
れ
て
い
る
点
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
一
点
、
個
人
別
編
製
法
に
つ
い
て
「
現
在
の
紙
の
状
態
か
ら
見
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
到
底
事
実
上
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
」
［
二
頁
］
と
言
っ
て
い
る
。
（応）
こ
れ
に
対
し
、
鬼
九
義
齋
議
員
か
ら
根
本
的
な
疑
義
が
呈
せ
ら
れ
、
奥
野
の
答
弁
と
な
る
。
鬼
丸
は
、
「
二
代
戸
繍
の
主
義
」
の
採
川
に
つ
き
、
親
と
既
幡
の
子
も
最
後
に
、
即
刻
全
部
改
製
で
は
な
く
、
経
過
措
置
が
あ
る
、
と
説
明
す
る
。
袈裟でありまするが、親子間の感情の意味におきまして、むしろ三代でも四代でも、本人の自由意志によって
［…］全部左
かる［従来（
製する［…］
［
…
］
感
情
的
に
お
い
て
、
従
来
同
一
戸
爾
に
あ
る
［
の
で
…
］
、
非
常
に
親
子
関
係
の
感
情
が
紬
や
か
な
も
の
が
あ
っ
た
［
…
］
が
、
こ
れ
を
法
律
上
殊
更
二
代
主
義
に
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
班
山
が
あ
る
か
ど
う
か
。
［
…
］
私
は
国
民
感
情
と
い
う
と
火
［…］夫婦親子を単位として［…］編成［…〕、祖父母と孫とは戸籍を同一にすることはない［…］
法
学
志
林
第
一
○
Ⅲ
巻
第
三
号
全部を、
［従来の］
ただちに編成替え［…］は、無用の混乱と煩雑を米す［・・・］から、第百二十八条によって、か
戸
籍
は
こ
れ
を
本
改
正
案
の
規
定
に
よ
る
戸
籍
と
み
な
し
、
た
だ
今
後
十
年
を
経
過
し
た
と
き
に
、
こ
れ
を
改
＿Ｌ凸
′、
lul 
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奥野は、この直前にも鬼丸議員に「今度の新らしい戸籍の意義［・・・〕は、［…］各人の登録の場所を言う」のかと
問
わ
れ
た
際
に
、
そ
の
通
り
各
人
の
登
録
で
あ
る
、
「
尤
も
そ
の
戸
籍
は
、
一
夫
婦
と
子
供
で
も
っ
て
一
つ
の
戸
籍
を
編
製
」
と
答
え
た
（肥）
がゆえに、何故「各人の登録」であるのに「二世代編製」をするのかを説明する羽目になり、答弁に苦労している。
以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
今
ま
で
の
戸
籍
編
成
単
位
理
念
の
「
家
」
が
な
く
な
っ
た
が
、
代
わ
り
に
、
何
故
夫
婦
と
子
の
二
世
代
編
製
に
戦後占緬川の民法・戸繍法改正過催（八）（和Ⅲ）
六
五
Ｏ
Ｓ
の
意
向
に
つ
き
、
説
明
し
た
と
椎
川
す
る
に
難
く
な
い
。
（
ま
た
、
後
述
の
修
正
案
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
仮
に
も
何
ら
か
の
修
正
を
試
み
る
な
ら
ば
Ｇ
Ｓ
の
了
承
を
得
る
必
要
が
あ
る
、
と
説
明
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
）
既
に
経
緯
を
見
た
通
り
、
鬼
丸
が
直
接
問
題
と
す
る
「
三
世
代
戸
籍
原
則
排
除
」
の
編
製
原
理
は
、
も
と
も
と
日
本
側
の
起
草
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
Ｇ
Ｓ
は
「
徹
底
排
除
」
原
理
を
要
請
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
も
導
入
し
た
内
閣
の
国
会
提
出
草
案
⑩
を
擁
謎
す
べ
き
政
府
委
員
奥
野
と
し
て
み
れ
ば
、
今
更
「
三
世
代
以
上
」
許
容
に
戻
れ
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
に
、
Ｇ
Ｓ
の
意
向
を
も
説
明
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
（Ⅳ） 
たでしめろう。
と
言
い
切
る
。
奥
野
が
こ
れ
に
対
し
、
答
え
た
箇
所
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
委員長（伊藤修君）
委
員
長
（
伊
藤
修
君
）
同
二
戸
廠
内
に
あ
ら
し
め
る
〔
強
調
和
田
］
と
い
う
こ
と
の
方
が
い
い
〔
…
］
速記を止めて。［速記中止］
（肥）
速記を始めて下さい。
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
一ハーハ
す
る
か
、
と
い
う
「
理
念
」
は
抑
々
な
い
。
大
体
こ
れ
が
多
く
の
家
族
の
実
態
に
近
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
政
府
委
員
提
案
理
由
説
川
し
か
ない。（実は、これが起草委員会とＧＳの多数意見でもある。）ところが、「家」に対抗する新「理念」がないゆえに、
以
下
の
二
代
編
製
へ
の
反
対
案
が
出
て
く
る
。
（
Ｚ
個
人
別
編
製
。
こ
れ
は
不
便
か
つ
紙
が
な
い
、
と
の
理
由
で
切
り
抜
け
て
い
る
。
（
イ
）
一
’
三
、
四
以
上
の
何
世
代
で
も
本
人
の
自
由
選
択
編
製
。
鬼
丸
案
は
こ
れ
で
あ
る
。
旧
法
下
で
も
、
実
際
（
戸
主
権
に
服
し
な
が
ら
も
）
世
代
数
は
自
由
な
戸
籍
編
製
で
問
題
な
く
機
能
し
て
き
た
。
従
っ
て
、
こ
の
案
に
対
し
て
は
、
「
不
（⑬〉
便・紙不足」は無至輌、統一性がない、という反対理由も成り立たない。
ゆ
え
に
、
（
イ
）
の
鬼
丸
案
に
対
し
て
は
奥
野
は
「
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
（
Ｇ
Ｓ
）
が
反
対
の
意
向
で
あ
る
」
と
認
め
る
以
外
、
何
の
法
律
（卯）
上の決定的理由，Ｄ挙げ得なかったであろうことは、想像に難くない。
こ
の
鬼
丸
ｌ
奥
野
厩
疑
応
答
の
後
、
編
製
原
理
の
矼
問
は
止
ん
で
い
る
。
が
、
後
日
二
月
二
八
日
に
、
編
製
原
理
に
つ
い
て
の
修
正
案
が
Ｇ
Ｓ
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
（別）
一」の修正案及び関連文聿回は参照し得た日本側史料には全く見当たらず、ＧＳ側史料にのみ英文があり、和文の修正
案
は
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
ず
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
手
聾
き
で
「
四
七
年
二
月
二
八
日
、
参
議
院
よ
り
」
と
記
さ
れ
た
紙
に
タ
イ
プ
打
ち
で
、
（
後
述
の
公
開
原
則
に
関
わ
る
修
正
案
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
）
以
下
の
修
正
案
が
あ
る
。
第
一
七
条
第
二
項
と
し
て
以
下
を
追
加
。
（理）
戸搬の諏頭に記戦したる者と氏を同じくするその親［原文．、鮭Ｑ｝『の。一陣⑪８口目ロ［．］は、伺鞭頭者の一Ｐ瀞に入
ることができる［原文・・日昌□①①ロ（の『の□．．］。
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しかし、これは書き込み文字も全くなく、やはりマコー、、、ツクかと思われる筆致で全行にバツ印が付してあるのみで、
検
討
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
そ
し
て
、
代
替
案
と
お
ぽ
し
き
以
下
の
案
が
別
葉
に
あ
る
。
同
じ
く
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
手
書
き
で
用
紙
の
右
上
に
「
四
七
年
二
月
二
八
日
、
参
議
院
よ
り
」
と
あ
り
、
案
は
タ
イ
プ
打
ち
で
あ
る
。
これには川紙の左側に「○日一二月一日」、下段に「反対（○ヶ］。ｇ一・口）」［原文下線のママ］とある。
ま
た
更
に
別
葉
に
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
手
書
き
メ
モ
が
見
ら
れ
る
。
’八条四項として以下の条項を追加する。
戸繍の兼頭に記赦したる者と氏を同じくする一の直系尊属［原文．．ｐ冒日」四⑰Ｃ①ロ：ョ．．〕は、両者（及び該
当
あ
れ
ば
各
々
の
配
偶
者
）
の
合
意
の
下
に
、
当
該
戸
籍
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
［
（
）
の
括
弧
内
の
み
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
手
書き付加］
［
和
ｍ
に
よ
る
注
記
１
以
下
も
、
こ
こ
ま
で
も
、
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
文
書
の
史
料
は
、
基
本
的
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
な
の
で
、
｜
般
的
に
Ⅲ
本
譜
の
名
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
、
せ
め
て
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
、
注
か
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
巾
に
、
和
川
の
調
査
に
よ
る
瀧
字
表
記
を
書
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
他
史
料
に
拠
り
、
同
一
性
が
ほ
ぼ
確
信
で
き
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り
漢
字
表
記
と
したことをお断りしておく。関連中も参照されたい。］
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
漸
法
改
服
過
隠
（
八
）
（
机
川
）
二Ａ‐
′、
(二：
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と
あ
り
、
こ
の
数
行
に
大
き
な
バ
ツ
印
が
付
し
た
上
で
○
貝
と
記
入
が
あ
る
。
以上の一次史料の意味するところは次の通りであろう。参議院司法委員会での一一月二五日の奥野ｌ鬼丸の質疑の
後、鬼丸議員の発案か否かは不明ながら、委員会で上記の修正が起案された。挿入の場所については、当初一七条二
母の死亡後、同意によりその息子と妻の戸籍に入る父（又は［逆の場合］母）の権利
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
四七年一一月二八日
梶
田
氏
参
議
院
司
法
委
員
会
の
資
格
有
る
専
門
家
［
原
文
Ｃ
５
冨
巴
の
ロ
の
。
旦
回
］
伊
藤
氏
同
委
員
長
（羽）
根本氏参議院事務官［原文９ｍの。『の己同『ｓ］
四
七
年
一
二
日
一
日
’
一
八
条
四
項
修
正
［…この間に、公開原則に関わる第一○条についてのメモあり、後述…］
一
七
条
追
加
父
ｌ
母
×
息
子
ｌ
妻
一九条
父
ｌ
母
娘
ｌ
夫
×
六八
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つ
ま
り
先
ず
、
一
七
条
で
子
供
（
例
ｌ
息
子
）
が
桔
幡
し
て
新
戸
籍
編
興
し
た
直
後
に
、
両
親
が
息
子
の
戸
職
に
入
れ
ば
、
息
子
が
筆
頭
者
の
ま
ま
両
親
は
そ
の
後
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
旧
法
下
の
隠
居
に
よ
る
戸
籍
の
全
面
改
製
で
新
戸
主
が
冒
頭
に
来
、
前
戸
主
が
そ
の
後
に
記
載
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
体
裁
上
全
く
同
一
と
な
る
。
次
に
、
子
供
に
孫
が
生
ま
れ
れ
ば
、
同
一
戸
籍
内
に
三
世
代
が
記
載
さ
戦後占領期の民法・戸嬬法改正過程（八）（和Ⅲ）
六
九
項
、
そ
の
後
一
八
条
四
項
に
改
め
ら
れ
た
。
伊
藤
委
員
長
含
め
三
名
が
こ
れ
を
一
一
月
二
八
日
に
Ｇ
Ｓ
に
許
可
を
受
け
る
べ
く
持
ち
込
ん
だ
。
Ｇ
Ｓ
が
こ
れ
を
検
討
す
る
際
、
（
日
本
側
の
説
明
な
の
か
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
適
用
例
な
の
か
は
不
明
だ
が
）
想
定
し
た
具
体
例
は
、
まず一七条によって子供（例えば息子）が婚姻により新戸籍を編成した後、母が死亡した場合、息子と（その妻と）
の
相
互
合
意
の
上
、
息
子
の
戸
繍
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
表
の
後
の
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
メ
モ
は
こ
ち
ら
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
）
。
次
に
、
一
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
離
婚
し
た
娘
が
両
親
の
戸
籍
に
戻
ら
ず
新
戸
籍
編
製
を
選
択
し
た
後
（
詳
細
は
本
節
第
二
款
（
１
）
で
後
述
）
、
両
親
と
娘
が
合
意
す
れ
ば
、
両
親
は
娘
の
戸
籍
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
内
容
を
見
て
、
一
二
月
一
日
に
Ｃ
ｓ
は
こ
れ
を
異
議
あ
り
、
と
し
て
国
会
（
委
員
会
）
提
出
を
認
め
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
国
会
の
審
議
録
等
に
は
一
切
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
。
Ｇ
Ｓ
の
異
議
の
理
由
は
、
修
正
案
の
内
容
を
見
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
和
文
修
正
案
が
な
い
の
で
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
上
、
本
修
正
案
が
、
氏
を
同
じ
く
す
る
親
子
二
世
代
双
方
の
夫
婦
四
人
が
同
一
戸
籍
に
入
る
こ
と
ま
で
認
め
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
他
の
条
項
（
主
に
第
六
条
の
一「一の夫婦」）の原則によりこれはマコーミックの図表の通りあり得ないのか、判然としない。もし認めているならば、
この修正案は、戸籍法における「『家』廃止」を空洞化し、「三世代戸蔚徹底排除」は根本的に崩壊させるものとなる。
（
ま
た
、
認
め
て
い
な
い
場
合
で
も
一
方
の
配
偶
者
死
亡
後
、
生
存
配
偶
者
の
み
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
Ｏ 
、－＝
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マ
フ
ー
ミ
ッ
ク
は
一
一
月
七
日
に
司
法
省
と
の
会
談
が
終
了
し
た
後
も
す
ぐ
に
記
録
・
報
告
の
た
め
の
文
諜
は
残
さ
ず
に
、
上
述
の
修
正
案
や
他
の
修
正
案
全
て
を
検
討
し
て
後
、
’
二
月
一
日
付
け
で
九
月
以
降
の
三
カ
月
に
亙
る
交
渉
の
記
録
を
ま
と
め
て
お
り
、
本
項
の
点についても簡潔に述べている（「ＧＳ戸籍法史料Ｃ」）。
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
七
○
れ
る
こ
と
に
な
る
。
関
係
者
が
合
意
・
希
望
し
た
場
合
の
み
と
い
う
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
戸
籍
法
改
正
全
体
の
精
神
と
完
全
に
逆
行
す
る修正を０ｓが認める訳はない。
し
か
し
換
言
す
れ
ば
、
奥
野
か
ら
速
記
‐
中
止
時
に
せ
よ
そ
の
前
後
に
せ
よ
、
Ｃ
ｓ
の
意
向
は
修
正
起
案
背
に
は
当
然
伝
わ
っ
て
い
る
で
あろうから、それにも拘わらずこうした修正案がわざわざＧＳに持ち込まれたことは、鬼丸発一一一一口に見るように「三世
代
戸
籍
徹
底
排
除
」
原
理
へ
の
反
感
・
「
家
」
類
似
編
製
原
理
へ
の
希
望
が
、
議
員
の
間
に
如
何
に
強
か
っ
た
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る人）いえ’よう。
こ
う
し
て
該
当
条
文
は
、
結
局
⑪
案
の
ま
ま
国
会
で
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
［
本
点
を
含
む
］
原
案
に
対
す
る
異
議
（
一
九
四
七
年
八
月
二
二
日
付
け
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
［
Ｃ
ｓ
戸
漸
法
史
料
Ｂ
］
参
照
）
は
、
登
録
［
の
一
単
位
］
の
範
囲
を
親
子
の
み
の
家
族
に
限
定
し
、
〔
…
］
解
決
を
見
た
。
［
…
］
本
法
案
に
よ
れ
ば
、
［
…
］
最
大
限
（郡）
でも夫婦と、その未婚の子［・・・］のみが含まれることになる。
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「
戸
職
」
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
戸
鰯
法
案
国
会
提
出
よ
り
前
、
一
九
四
七
年
八
月
二
○
日
に
既
に
、
民
法
改
正
に
関
る
衆
議
院
の
司
（閲）
法委員会における公聴会にて、土口田三市郎専門家公述人によりこれを「民繍」とすべきであると主張されている。
こ
れ
は
編
製
原
理
の
静
的
側
面
の
み
な
ら
ず
動
的
側
面
の
変
化
に
も
無
論
そ
の
因
を
発
し
て
い
る
が
、
国
会
で
の
議
論
が
「
三
世
代
戸
籍
徹
底
排
除
」
原
理
と
連
関
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
。
旧法下では、戸籍の「戸」Ⅱ「家」であり、｜‐家」廃止の下で戸籍は「家」の登録ではなくなり、なおかつ編製原
理
上
「
家
」
頬
似
要
素
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
こ
の
改
正
で
は
、
そ
も
そ
も
戸
籍
は
「
戸
」
籍
な
の
か
、
そ
の
意
義
の
変
化
に
伴
い
名
称
も
変
更
す
べ
き
で
は
、
と
い
う
議
論
が
、
「
家
」
廃
止
賛
同
者
か
ら
も
、
そ
し
て
皮
肉
な
こ
と
に
「
家
」
（
類
似
要
素
）
維
持
論
者
か
ら
も
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
［…］この機会に一言申し上げて、将来戸籍法の御審議をなさるときのご参考に供したいと思います。〔…］家
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
以
上
は
戸
薇
と
い
う
も
の
は
な
い
は
ず
で
す
。
戸
籍
と
い
う
も
の
は
家
の
藷
、
家
の
籍
の
中
に
、
戸
主
の
家
族
の
鰯
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
の
が
従
来
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
家
が
廃
止
さ
れ
て
し
ま
え
ば
今
度
は
戸
籍
と
い
う
も
の
は
お
か
し
い
。
で
す
か
ら
こ
れ
は
民
籍
ｌ
感
か
に
適
当
な
名
前
が
あ
り
ま
す
れ
ば
桔
櫛
で
す
が
、
私
ど
も
の
考
え
で
は
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
濡
法
改
正
過
程
（
八
）
（
和
田
）
七一
（
３
）
編
製
原
理
変
更
に
伴
う
「
戸
籍
」
の
名
称
の
是
非
Ｉ
「
民
籍
」
名
称
案
Ｉ
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こ
の
時
は
、
あ
く
ま
で
民
法
改
正
案
の
審
議
で
あ
っ
た
た
め
、
本
件
に
つ
き
発
言
後
特
に
質
疑
応
答
も
議
論
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
前
後
は
、
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
も
含
め
名
称
の
議
論
は
な
い
。
こ
れ
が
再
論
議
さ
れ
る
の
は
、
戸
綴
法
案
瀞
議
の
参
議
院
司
法
委
員
会
、
（郡）
同
年
一
一
月
二
五
日
に
な
っ
て
か
ら
で
、
鬼
丸
識
員
が
こ
れ
を
持
ち
出
し
、
奥
野
政
府
委
員
が
答
弁
す
る
。
前
項
（
２
）
の
鬼
丸
の
三
世
代
戸
籍
容
認
／
推
進
論
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
、
鬼
丸
は
「
家
」
維
持
と
は
ゆ
か
ぬ
ま
で
も
類
似
要
素
維
持
論
者
と
い
え
る
。
そ
の
鬼
九
が
わ
ざ
わ
ざ
戸
籍
か
ら
「
戸
」
の
字
を
消
そ
う
と
主
張
す
る
の
に
は
、
逆
説
的
・
戦
略
的
意
味
が
読
み
取
れ
る
。
よ
る
も
の
と
見
て
良
い
。
こ
れ
は
前
後
の
発
言
内
容
か
ら
も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
（
法
律
上
の
）
「
家
」
廃
止
を
受
け
入
れ
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
廃
止
賛
同
者
に
鬼
丸
義
噺
君
［
…
］
戸
雑
と
い
う
も
の
の
［
…
］
意
義
［
は
…
］
、
従
来
の
ご
と
き
戸
緋
の
意
義
で
変
る
と
こ
ろ
な
い
の
か
。
或
い
は
又
［
…
］
政
府
の
方
で
は
新
ら
し
い
意
義
を
持
た
れ
る
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
こ
の
点
を
伺
い
た
い
。
［
…
］
政
府
委
員
（
奥
野
健
一
君
）
〔
…
］
戸
獅
〔
…
］
は
従
来
は
家
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
家
の
締
と
い
う
意
味
で
戸
繍
と
い
う
こ
と
に
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
今
後
は
そ
う
い
う
意
味
と
は
非
常
に
遮
っ
て
参
り
ま
し
て
、
［
…
］
概
念
と
し
て
は
、
や
は
り
家
の
籍
で
は
な
く
し
て
、
各
人
の
籍
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
の
点
は
第
十
三
条
に
、
「
戸
籍
に
は
、
本
籍
の
外
、
戸
繕
内
の
各
人
に
つ
い
て
、
左
の
事
項
を
記
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
各
人
に
つ
い
て
の
登
録
［
強
調
和
田
］
と
い
う
こ
と
で
以
て
、
［
…
〕
夫
婦
と
子
供
と
い
う
の
を
〔
…
］
一
つ
の
川
紙
に
戸
繍
と
し
て
減
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
こ
れ
は
〔
…
］
国
民
の
籍
で
、
す
な
わ
ち
民
簸
法
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。
七
二
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こ
れ
は
前
項
（
２
）
の
議
論
の
言
わ
ば
延
長
で
、
戸
籍
編
製
の
静
的
原
理
の
概
念
枠
組
は
一
体
何
な
の
か
、
個
人
な
の
か
「
家
」
類
似
の
も
の
を
そ
こ
に
認
め
る
の
か
、
が
論
点
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
奥
野
は
、
「
各
人
に
つ
い
て
の
登
録
」
で
あ
る
、
と
法
文
中
の
文
言
を
持
ち
出
す
。
確
か
に
旧
法
で
の
登
録
は
、
’
八
条
で
も
っ
と
複
雑
に
「
戸
主
の
」
、
「
戸
主
及
び
．
又
は
・
竝
に
．
家
族
の
」
と
な
っ
て
い
て
、
横
並
び
の
「
各
人
に
つ
い
て
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
鬼
丸
は
、
な
ら
ば
、
戸
籍
と
い
う
名
称
は
不
適
、
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
奥
野
は
「
民
籍
‐
｜
「
入
籍
」
案
も
あ
っ
た
、
と
報
告
し
、
今
か
ら
で
も
名
称
変
更
も
可
能
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
鬼
丸
義
齋
君
そ
う
し
ま
す
と
、
こ
の
戸
籍
と
い
う
文
字
が
当
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
［
…
］
各
人
の
登
録
［
…
］
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
戸
籍
と
い
う
名
前
自
体
も
そ
れ
に
副
う
よ
う
に
こ
の
際
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
委
員
（
奥
野
健
一
君
）
そ
れ
は
御
尤
も
な
点
で
あ
り
ま
し
て
、
我
々
も
実
に
こ
の
戸
籍
と
い
う
名
前
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
変
え
る
か
、
或
い
は
民
籍
と
か
、
或
い
は
人
籍
と
か
、
い
ろ
く
考
え
た
の
で
す
が
、
従
来
や
は
り
戸
籍
と
言
わ
れ
て
お
っ
て
、
非
常
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
皆
に
知
れ
わ
た
っ
て
お
る
名
前
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
止
む
を
得
ず
、
［
…
］
結
局
戸
籍
と
い
う
の
は
必
ら
ず
家
の
存
在
と
雛
る
べ
か
ら
ざ
る
名
称
と
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
う
い
う
名
前
を
用
い
ま
し
た
が
、
別
に
よ
い
名
称
が
あ
り
ま
す
れ
ば
、
変
更
す
る
に
吝
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鬼
丸
義
齋
君
や
は
り
こ
の
審
議
の
と
き
に
、
人
籍
と
か
い
う
よ
う
な
ふ
う
な
議
論
も
出
て
、
そ
れ
が
［
…
］
容
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
［
…
］
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
政
府
委
員
（
奥
野
健
一
君
）
民
籍
と
い
う
こ
と
も
一
応
考
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（八）（和田）
七
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同葉には、他の同史料ファイルにある英文修正案と異なり、○【ともＺｏｏ耳の：○コとも○口〔とも書き込みはない。
た
だ
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
筆
跡
に
よ
る
以
下
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
七
四
これは鬼丸の目的からすれば逆の論法を取っているわけで、もし戸籍の名が変えられぬなら、逆にその「戸」の文字
に実体的意味Ⅱ「家」類似要素の存在許容があるのでは、との主張へ誘導するのである。しかし、奥野はこれを認め
ず
、
更
に
逆
を
行
き
、
名
称
変
更
は
可
能
Ⅲ
「
家
」
類
似
要
素
の
積
極
的
許
容
意
図
の
不
在
を
説
く
。
今
次
戸
籍
法
案
の
実
体
に
鑑
み
れ
ば
「
民
籍
」
な
る
名
称
も
十
分
考
え
得
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
。
こ
の
後
、
国
会
審
議
記
録
に
は
一
切
こ
の
話
題
は
出
て
お
ら
ず
、
名
称
変
更
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
参
議
院
司
法
委
員
会
で
は
、
戸
籍
法
文
中
全
て
の
戸
籍
な
る
語
を
「
民
籍
」
へ
変
更
す
る
、
画
期
的
な
修
正
が
起
案
さ
れ
、
承
認
を
得
る
た
め
に
Ｇ
Ｓ
に
持
ち
込
ま
れ
、
し
か
も
Ｇ
Ｓ
も
こ
れ
に
反
対
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
即
ち
前
項
（
２
）
の
修
正
案
と
同
様
、
日
本
側
の
（
一
次
的
・
二
次
的
と
も
）
和
文
史
料
は
な
い
が
、
Ｇ
Ｓ
の
英
文
一
次
史
料
に
よ
れ
ば
、
四
七
年
一
一
月
二
八
日
に
、
や
は
り
参
議
院
司
法
委
員
会
よ
り
梶
田
参
議
院
司
法
委
員
会
メ
ン
バ
ー
・
伊
藤
修
委
員
長
・
根
本
参
（釘）
議
院
事
務
官
［
７
・
］
（
前
出
注
参
照
）
が
Ｏ
Ｓ
を
訪
れ
た
際
、
次
の
修
正
案
を
提
出
し
て
い
る
。
四七年一一月二八日、参議院より［この部分のみマコーミックの手書き］
以
下
の
通
り
戸
籍
法
改
正
案
を
修
正
す
る
こ
と
。
本
法
案
中
の
「
戸
籍
」
の
語
は
「
民
籍
」
に
こ
れ
を
置
き
換
え
る
こ
と
。
［
英
文
タ
イ
プ
］
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の
不
動
の
事
空
く
な
ら
ば
、
こ
れ
を
「
戸
籍
で
は
な
い
、
民
籍
で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
国
民
も
新
し
く
て
当
然
、
役
所
の
窓
口
で
も
一
々
積
極
的
に
解
説
を
求
め
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
混
乱
を
避
け
得
る
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
筈
で
あ
ろ
う
。
（
次
項
（４）の一松参議院議員のエピソードでも同じことであろう。）
こ
の
「
民
籍
」
名
称
案
の
実
現
可
能
性
は
必
ず
し
も
低
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
、
オ
プ
ラ
ー
の
「
家
」
類
似
要
素
の
か
な
り
徹
底
し
た
排
除
、
ま
た
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
個
人
別
編
製
の
主
張
、
国
会
で
も
奥
野
の
い
う
検
討
過
程
で
も
出
て
い
た
「
民
鰯
」
名
称
案
、
そ
し
て
（
鬼
丸
の
「
家
」
観
念
認
知
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
っ
た
に
し
て
も
）
奥
野
の
門
称
変
更
可
能
と
い
う
国
会
で
の
明一言、マコーミックの殊更の「営皀の固臼」語の重用、等々を勘案してみよう。
Ｇ
Ｓ
の
問
題
関
心
か
ら
い
え
ば
、
個
人
別
編
製
を
司
法
省
側
が
拒
否
し
た
際
、
Ｇ
Ｓ
は
「
戸
」
籍
と
い
う
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
も
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
民
法
と
並
ん
で
戸
箭
法
で
も
「
家
」
廃
止
を
言
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
新
戸
籍
法
の
複
雑
な
改
正
内
容
を
喧
伝
す
る
以
上
に
、
全
国
の
役
所
で
単
に
「
戸
籍
」
の
二
文
字
は
な
く
な
っ
た
、
と
国
民
に
周
知
徹
底
す
る
の
み
で
、
「
家
は
廃
止
だ
が
、
戸
Ⅱ
家
の
籍
は
戸
籍
に
残
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
を
根
絶
す
る
た
め
に
も
、
効
果
は
絶
大
で
あ
っ
た
ろ
う
。
他
方
、
司
法
省
の
「
実
務
の
混
乱
を
で
き
る
だ
け
避
け
た
い
」
と
の
肢
大
関
心
か
ら
言
え
ば
、
旧
来
通
り
の
「
戸
籍
法
」
の
名
の
ま
ま
法
学
志
林
第
一
○
Ⅲ
巻
第
三
号
七
六
表Ｂとは次項（４）で引用する、改正法による戸籍簿様式雛形である。後述の通り、旧法下の「本籍」「前戸主」「戸
主
」
の
特
別
欄
の
あ
る
【
○
の
回
国
と
は
異
な
り
、
マ
コ
１
ミ
ッ
ク
は
法
文
の
自
然
な
解
釈
と
し
て
、
改
正
法
下
の
戸
籍
簿
に
は
「
本
籍
」
「
戸
籍
筆
頭
者
」
の
特
別
欄
は
な
く
（
実
際
は
設
け
ら
れ
た
）
、
各
人
平
等
ゆ
え
、
こ
れ
は
巨
皀
の
同
国
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
、
と
主」の特別欄（
「戸籍筆頭者」
いう訳である。
で
か
な
り
斬
新
な
内
容
を
盛
り
込
む
か
ら
こ
そ
、
国
民
は
混
乱
す
る
と
い
う
面
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
新
内
容
導
入
は
既
に
決
定
ず
み
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◎
第
九
条
①
で
は
、
旧
法
の
一
部
改
正
で
あ
り
、
戸
主
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
で
、
「
表
示
」
に
関
す
る
規
定
は
特
に
な
い
。
従
来
通
り
、
「
表
示
」
が
必
婆
と
な
る
際
は
、
戸
主
の
氏
名
及
び
本
綴
を
記
靴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
（
例
と
し
て
は
、
旧
戸
繍
法
第
六
九
条
第
二
項
一
三
号
の
出
生
届
に
記
載
す
べ
き
事
項
と
し
て
「
子
ノ
人
ル
ヘ
キ
家
ノ
戸
主
ノ
氏
名
及
上
本
籍
」
等
を
見
よ
。
）
「
戸
瀞
筆
頭
者
」
と
は
、
改
正
戸
籍
法
の
文
言
に
従
え
ば
、
「
戸
繍
［
…
］
の
筆
頭
に
記
載
し
た
者
」
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
水
頂
で
取
り
上
げ
る
通
り
、
改
正
法
で
は
こ
の
「
筆
頭
者
」
の
氏
名
を
特
に
戸
籍
簿
の
冒
頭
に
記
す
欄
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
特
別
の
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
ｃ
に
も
拘
ら
ず
「
戸
籍
」
の
名
を
捨
て
な
か
っ
た
の
は
、
桔
局
「
家
」
類
似
要
素
を
ノ
ミ
ナ
ル
に
せ
よ
少
し
で
残
し
た
い
、
と
い
う
保
守
派
を
説
得
す
る
方
法
の
一
と
し
て
、
「
戸
籍
」
の
名
称
、
｜
‐
戸
籍
」
は
従
来
通
り
で
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
幻
想
（
？
）
に
訴
え
る
効
果
の
方
を
よ
り
大
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
修
正
案
を
起
草
し
た
議
員
が
お
り
、
司
法
委
員
会
委
員
長
自
身
が
Ｇ
Ｓ
の
了
承
を
得
る
労
ま
で
（訓）
とったにも拘わ、しず、結局この修正案はその後司法委員会でも本会議でも提出されずに終わったのである。
先
ず
、
「
戸
籍
筆
頭
者
」
自
体
に
関
す
る
規
定
の
変
化
を
見
よ
う
。
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
濡
法
改
正
過
繩
（
八
）
（
和
田
）
（池）
（４）「｜Ｐ籍筆頭者」の問題
七
七
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◎
第
一
三
条
⑨
〔
第
八
条
］
⑩
⑪
。
「
共
に
第
九
条
］
全
て
同
文
戸
繍
は
、
そ
の
筆
頭
に
記
戦
し
た
者
の
氏
名
及
び
本
綴
で
こ
れ
を
表
示
す
る
。
そ
の
者
が
戸
廠
か
ら
除
か
れ
た
後
も
、
同
様
で
あ
る。
③［第一四ノー条］④⑤⑥⑦［共に第一○ノー一条］全て同文
戸
籍
ヲ
表
示
ス
ル
ニ
ハ
［
…
］
戸
籍
ノ
筆
頭
二
記
峨
シ
タ
ル
者
ノ
氏
名
及
上
本
綴
ヲ
以
テ
ス
其
者
ヵ
戸
籍
ヨ
リ
除
カ
レ
タ
ル
後
亦
司
シ
次
に
、
戸
繍
の
記
救
事
項
に
関
し
て
の
旧
法
か
ら
改
正
ま
で
の
変
化
を
簡
単
に
見
て
み
る
と
、
要
綱
（
第
二
）
以
後
、
法
案
（
現
行
第
三条該当条文）、現行法（第一三条）どれを見ても、内容はほぼ同じである。
要綱第七届書
其
の
他
の
書
類
に
戸
繍
の
表
示
を
必
要
と
す
る
場
合
に
於
て
は
戸
籍
に
記
戦
し
た
る
者
の
中
筆
頭
の
者
の
氏
名
及
び
本
籍
を
以
て
之
を
表
示
す
る
も
の
と
し
、
其
の
者
を
戸
籍
よ
り
除
き
た
る
後
も
亦
同
じ
き
も
の
と
す
る
こ
と
。
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
七
八
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⑨（第一八条）
戸籍には、士
ば
な
ら
な
い
。
③
④
⑤
⑥
⑦
 
第
一
八
条
［
文
語
で
「
各
人
二
付
干
」
と
あ
り
、
内
容
上
左
の
◎
と
同
三
要
綱第
二
戸
籍
に
は
左
の
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
［
改
行
］
’
氏
名
二
本
籍
〔
…
］
①
旧
法
と
基
本
的
に
同
じ
旧
法
第
一
八
条
戸
籍
ニ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
記
載
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
｜
戸
主
、
前
戸
主
及
上
家
族
ノ
氏
名
［
以
下
略
］
旧
戸
籍
法
施
行
細
則
（
大
正
三
年
一
○
月
三
日
司
法
省
令
第
七
号
）
［
第
一
条
及
び
附
録
第
一
号
様
式
（
ひ
な
形
）
に
拠
れ
ば
、
家
族
は
個
別
に
氏
は
記
載
さ
れ
な
い
。
］
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（八）（和田）
）
⑩
⑪
◎
 
本籍の外、
（第一三条）
ｌ
 
｜戸籍内の各人について［強調和田］、左の事項を記載しなけれ
七
九
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［
ｌ
〕
要
綱
及
び
［
２
］
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
前
の
草
案
②
ｌ
⑨
の
一
貫
性
旧
法
と
同
じ
①
を
除
外
し
、
要
綱
第
七
で
、
戸
廠
の
「
表
示
」
（
要
す
れ
ば
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
を
目
的
と
す
る
「
戸
縦
に
記
救
し
た
る
者
の
中
筆
頭
の
者
」
、
所
調
「
戸
獅
簸
頭
者
」
が
初
め
て
現
れ
、
◎
の
成
立
法
ま
で
、
一
貫
し
て
い
る
。
こ
の
概
念
及
び
具
体
的
な
戸
締
輝上の表現形態については、起草委員会に於いて論争があったと川島が伝えていることは、既に述べた。
［
３
］
Ｇ
Ｓ
と
の
会
談
会
談
を
通
し
て
も
、
結
論
か
ら
言
え
ば
条
文
は
一
切
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
まず、「戸籍筆頭者」が論点に上った箇所を見ておく。これを条文上の問題として指摘したのは唯一第一期のブレ
イクモァのみであった（第一回、八／八、三六’三七頁）。
次
に
経
過
を
見
よ
う
。
［
ブ
］
次
に
、
第
八
条
は
戸
籍
の
分
類
の
た
め
の
規
定
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
趣
旨
例
え
ば
「
…
…
［
マ
マ
］
表
示
し
て
分
類
する。」というような規定の仕方をしたらどうか。
司
例
え
ば
第
十
八
条
第
七
号
に
は
「
戸
籍
の
表
示
」
と
あ
る
が
、
第
八
条
は
か
よ
う
な
表
示
、
い
い
か
え
れ
ば
戸
繍
の
呼
称
の
法
学
志
林
鋪
一
○
四
巻
鮒
三
号
ｌ
 
氏
名
［
強
調
和
田
以
下
略
］
八○
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こ
の
後
記
録
上
は
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
が
別
件
で
割
っ
て
入
っ
た
た
め
、
こ
の
話
題
は
途
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
が
、
既
に
川
島
が
述
べ
ているように、また後述する如く、この「戸籍筆頭者」は問題を孕んでおり、条・文上も司法省の説明でも単にインデ
ッ
ク
ス
と
し
か
見
え
な
い
こ
の
条
項
に
、
「
何
か
」
を
感
じ
た
ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
の
見
識
に
は
一
目
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
箇
所
の
正
に
直
前
で
ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
は
、
既
述
の
「
紙
や
手
数
の
た
め
に
『
家
』
の
名
残
を
残
し
て
お
く
こ
と
は
賛
成
で
き
な
い
。
」
と
、
離
婚
復
氏
者
の
復
繍
を
論
難
し
て
い
る
だ
け
に
、
彼
が
「
筆
頭
者
」
に
も
「
家
」
類
似
要
素
を
（
的
確
に
も
！
）
探
知
し
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
目
的
の
明
文
化
で
こ
れ
を
払
拭
せ
ん
と
し
た
の
で
は
、
と
思
わ
せ
る
所
以
で
あ
る
。
（
尚
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ァ
・
オ
プ
ラ
ー
の
残
し
た
記
録
に
は本件は言及されていない。）
一方、第四期にマコーミックも一度のみ「筆頭者」を取り上げるが、それは翻訳語の問題として片付けられてしま
っている（第一○回、一○／四、四九頁）。
マ
ー
第
司
そ
坐
マ
可
。
ブ
た
し
か
に
第
八
条
は
戸
繍
の
内
容
で
は
な
く
、
戸
籍
の
呼
び
方
を
き
め
る
た
め
の
規
定
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
目
的
を
誓
い
弓
た
ら
よ
い
と
お
も
う
の
で
あ
る
。
よ》っなものである。
戦後占緬期の民法・戸傭法改正過爆（八）（和川）
「
第
九
条
の
筆
頭
に
記
載
し
た
者
」
と
い
う
英
訳
に
酉
の
目
と
い
う
文
字
が
出
る
が
こ
れ
を
な
く
し
た
い
。
それでは（岳の□⑦『の。□三宮○四ｂｂ８『⑫〔月ごロ（ずの幻の巴の（。『）としては如何。
八
一
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［
４
］
国
会
審
議
先
ず
、
一
九
四
七
年
一
一
月
二
二
日
の
衆
議
院
司
法
委
員
会
に
お
け
る
、
与
党
社
会
党
の
石
川
金
次
郎
議
員
に
よ
る
、
奥
野
へ
の
質
問
を
見
る
。
連
れ
子
の
あ
る
女
性
が
男
の
氏
を
称
し
て
結
婚
す
る
場
合
、
連
れ
子
が
氏
を
変
え
な
い
た
め
に
一
人
残
る
戸
籍
簿
は
、
筆
頭
者
で
あ
っ
た
母
の
名
で
従
前
通
り
表
示
さ
れ
る
が
、
母
は
そ
の
戸
籍
に
は
既
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
場
合
本
籍
地
と
戸
籍
筆
頭
者
に
よ
っ
て
戸
籍
を
表
示
す
る
方
法
は
妥
当
で
な
い
、
と
い
う
純
粋
に
技
術
的
問
題
を
石
川
は
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
奥
野
は
「
そ
の
者
［
筆
頭
者
］
が
死
亡
し
た
り
、
あ
る
い
は
他
の
戸
籍
に
移
っ
て
も
、
な
お
か
つ
移
っ
た
者
の
氏
名
と
本
籍
で
表
す
と
い
う
ま
こ
と
に
変
な
こ
と
に
な
る
［
…
］
が
、
そ
れ
以
外
に
適
当
な
方
法
が
な
い
の
で
や
む
を
得
ず
九
条
を
つ
く
っ
た
」
と
答
弁
し
て
、
議
論
を
終
え
て
し
か
し
、
問
題
に
や
や
本
質
的
に
迫
る
質
疑
は
参
議
院
司
法
委
員
会
で
、
三
日
後
に
大
野
幸
一
議
員
か
ら
、
第
一
二
八
条
の
、
現
状
の
（郷）
「｜戸主」等の記載がそのままの戸籍を「新法の規定による一Ｐ籍とみなす」条項との関連でなされた。
後
述
の
、
現
行
戸
籍
法
一
三
条
の
表
現
と
、
戸
籍
簿
様
式
の
間
の
不
一
致
（
場
合
に
よ
っ
て
は
一
三
条
の
「
偽
装
性
」
）
を
こ
の
段
階
（羽）
で
予
測
・
探
知
す
る
の
は
難
し
い
に
せ
よ
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
こ
の
問
題
の
扱
い
は
隔
靴
掻
痒
の
観
を
免
れ
な
い
。
こ
の
「
｜
Ｐ
籍
筆
頭
者
」
と
「
戸
主
」
の
連
関
性
は
、
国
会
で
も
指
摘
さ
れ
る
所
と
な
っ
た
。
（鋼）
いる。
大野幸一君……百二十八条ですが、「これを新法の規定による戸籍とみなす。」こうあります意味ですが、ど
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
八
一
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「戸幡韮頭者」存世の問題はしかし、法案成立後に頭を慨げて来た。
「
戸
繍
躯
頭
者
」
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
ま
ず
要
綱
で
は
「
戸
繍
に
記
戦
し
た
る
者
の
中
華
頭
の
者
」
で
あ
り
、
条
文
化
後
は
、
一
世
し
て
「
戸
繍
ヲ
表
示
ス
ル
ニ
ハ
［
…
］
戸
鰯
ノ
筆
頭
二
記
救
シ
ク
ル
者
ノ
氏
名
及
上
本
籍
ヲ
以
テ
ス
」
乃
至
「
戸
耕
は
、
そ
の
筆
頭
に
記
戦
し
た
者
の
氏
名
及
び
本
籍
で
こ
れ
を
表
示
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
本
項
冒
頭
に
示
し
た
、
戸
瀞
記
斌
事
項
に
関
す
る
規
定
の
変
化
を
見
て
み
る
。
要
綱
以
後
、
現
行
法
ま
で
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
戦後占緬期の民法・戸箭法改正過程（八）（抓川）
八三
こ
れ
は
、
遜
法
施
行
の
み
で
は
「
戸
主
」
は
消
え
ず
、
民
法
の
「
応
急
描
世
法
」
で
も
戸
主
権
が
廃
止
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
改
正
民
法
も
未
成
立
で
あ
る
こ
と
か
ら
来
る
現
象
で
あ
る
。
当
時
の
法
的
状
況
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
が
、
後
述
の
諸
問
題
を
考
え
れ
ば
、
問
題
意
識
は
了
と
さ
れ
よ
う
。
奥
野
は
こ
れ
に
、
「
資
材
の
関
係
、
人
手
の
関
係
等
」
で
一
度
に
全
て
の
改
製
は
で
き
な
いので、「戸籍の筆頭に記載した者」は「今までの戸主の所に書いておった者」となるが、「止むを得ず従来通りにな
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
」
と
答
え
て
終
わ
っ
て
い
る
。
国
会
で
も
こ
れ
以
上
の
質
疑
は
な
く
、
第
九
条
も
こ
の
ま
ま
成
立
し
た
。
うも新遥法ができても一Ｐ籍謄本を取ると一Ｐ主という言葉が削除されていないのであります。これは謄本を交付
す
る
と
き
に
は
今
後
は
戸
主
と
い
う
の
を
抹
消
す
る
よ
う
に
適
当
に
そ
の
係
り
の
人
が
抹
消
し
て
出
す
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
［・ＣＯ］○
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戸
繍
に
は
、
十
ば
な
ら
な
い
。
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
法
文
の
み
か
ら
は
、
「
各
人
」
に
つ
き
全
く
同
様
に
各
欄
に
（
同
じ
）
氏
が
（
相
異
な
る
名
と
共
に
）
繰
り
返
し
記
救
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
「
記
載
し
た
る
者
の
中
筆
頭
の
者
の
氏
名
及
び
本
繍
」
が
「
〔
…
］
他
の
書
緬
に
戸
籍
の
表
示
〔
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
］
を
必
要
と
す
る
場
合
に
」
（
要
綱
第
七
）
書
か
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
自
然
に
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
青
木
／
大
森
が
後
に
新
法
下
で
は
「
戸
主
の
廃
止
に
よ
り
、
戸
籍
内
の
す
べ
て
の
者
に
つ
い
て
、
戸
籍
上
の
取
り
扱
い
を
同
一
に
す
る
こ
と
と
し
た
」
［
強
く粥）
調和田］と一一一己っているの６は既に見た。
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
も
法
文
案
を
読
ん
だ
上
で
、
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
。
彼
は
法
文
案
の
み
な
ら
ず
現
実
の
戸
籍
簿
様
式
の
詳
細にも留意している。即ち、マコーミックは自らの筆になる一二Ⅱ一ｕ付けの「ＧＳ戸職法史料Ｃ」の五点に及ぶ添
法
学
志
休
第
一
○
Ⅲ
巻
第
三
号
八
四
あ
る
。
要
綱
で
は
「
各
人
に
つ
い
て
」
の
表
現
は
な
い
。
し
か
し
、
条
文
に
現
れ
た
段
階
で
、
最
も
早
い
時
期
の
草
案
と
思
わ
れ
る
三
章
の
第
③
草
案
の
箇
所
で
紹
介
し
た
我
妻
文
書
中
の
草
案
か
ら
始
ま
り
、
第
④
次
草
案
以
後
も
（
参
照
し
得
た
草
案
で
は
全
て
）
一
貫
し
て
、
第⑦次草案まで文語で「各人一一付キ」、第⑨次草案以後は口語で、｜‐各人について」、と左の現行戸籍法と同様になっ
た
訳
で
あ
る
。
現
行
第
一
三
条
の
文
言
を
繰
り
返
し
て
お
く
と
、
一
氏
名
［
強
調
和
田
］
二
出
生
の
年
月
日
［
…
と
周
知
の
内
容
が
続
く
］
」
本
籍
の
外
、
戸
祷
内
の
各
人
に
つ
い
て
［
強
調
和
田
］
、
左
の
事
項
を
記
減
し
な
け
れ
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と
こ
ろ
が
、
法
の
運
用
は
こ
れ
と
異
な
る
。
改
正
法
国
会
通
過
後
二
十
日
間
を
経
て
初
め
て
、
戸
籍
法
施
行
規
則
が
同
四
七
年
一
二
月
二
九
日
に
司
法
省
令
と
し
て
出
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
第
三
三
条
一
項
「
戸
籍
の
記
載
は
、
附
録
第
六
号
の
ひ
な
形
に
定
め
た
相
当
欄
に
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
に
従
い
、
「
附
録
第
一
号
嫌
式
戸
廠
」
「
附
録
第
六
号
戸
廠
の
記
仙
の
ひ
な
形
」
を
見
る
と
、
各
戸
籍
簿
の
冒
頭
に
特
に
戸
籍
簿
中
唯
一
縦
に
一
貫
し
て
幅
広
の
「
本
籍
」
欄
・
「
氏
名
」
欄
が
縦
列
に
並
ん
で
い
る
の
が
判
明
す
る
。
誰
の
「
氏
名
」
柵
な
の
か
（
戸
籍
法
施
行
規
則
に
も
、
本
ひ
な
形
に
も
）
説
明
は
皆
無
、
当
欄
を
見
た
だ
け
で
は
全
く
判
明
し
な
い
。
各
人
の
棚
を
見
、
そ
の
内
、
「
兼
頭
の
者
」
の
「
名
」
が
、
第
六
号
ひ
な
形
岡
頭
の
「
氏
名
」
欄
の
「
名
一
と
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
戟後占領期の民法・戸籍法改正過程（八）（和田）
八五
付
資
料
の
一
つ
と
し
て
に
改
正
法
案
・
旧
法
各
々
に
よ
る
戸
籍
簿
様
式
／
用
紙
を
入
れ
、
こ
れ
に
英
文
で
記
載
要
領
・
内
容
を
書
き
込
ん
だ
雛
形
を
も
作
成
し
て
い
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
改
正
法
案
に
よ
る
戸
籍
簿
は
各
人
と
も
全
く
同
一
の
記
入
欄
・
様
式
（
実
は
旧
法
の
戸
繍
漸
実
物
の
第
二
頁
以
下
の
用
紙
）
を
用
い
て
お
り
、
（
現
行
法
で
は
実
は
設
け
ら
れ
て
い
る
）
特
別
の
「
本
籍
」
欄
．
そ
の
す
ぐ
下
の
筆
頭
者
の
氏
名
欄
は
な
い
。
各
人
の
間
の
相
述
は
、
（
Ｚ
兼
、
者
の
欄
に
の
み
当
該
戸
廠
の
本
職
が
齊
か
れ
る
こ
と
、
（
イ
）
簸
頭
者
以
外
は
兼
頭
者
と
の
続
柄
が
記
入される欄に、筆頭者に限って氏（・・のこ『目白の．．）が記入されること、の二点に過ぎない。（この雛形では、氏が筆頭
者
の
欄
に
一
度
だ
け
記
入
さ
れ
る
の
か
、
各
人
の
．
ｚ
…
６
欄
１
厘
句
一
「
鷺
へ
勺
；
・
目
一
圏
鱒
員
と
限
定
は
し
て
い
な
い
た
め
ｌ
にも繰り返し記入されるのかは判然としない。）
次
に
旧
法
に
よ
る
戸
籍
簿
は
実
物
を
使
い
、
冒
頭
の
「
本
籍
」
「
前
戸
主
」
「
戸
主
」
欄
の
み
が
あ
る
第
一
頁
全
体
に
つ
い
て
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
わ
ざ
わ
ざ
「
Ⅲ
い
、
戸
主
登
録
新
戸
籍
法
案
で
は
記
入
さ
れ
な
い
」
と
断
っ
て
い
る
。
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結
果
と
し
て
、
現
行
戸
綴
法
一
三
条
の
表
現
と
、
戸
籍
簿
様
式
は
、
精
確
に
は
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
の
不
一
致
が
ど
の
時
点
か
ら
存
在
し
た
の
か
。
Ｇ
Ｓ
や
国
会
で
法
案
審
議
巾
に
、
司
法
筒
や
起
草
委
員
・
幹
事
は
既
に
こ
う
し
た
「
筆
頭
者
欄
」
の
あ
る
様
式
の
使
用
を
意
図
・
準
備
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
一
二
月
九
日
の
法
案
通
過
後
、
三
週
間
後
に
迫
っ
た
一
月
一
日
の
施
行
を
前
に
最
終
的
に
様
式
科から蝋われる。
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
三
号
八
六
初
め
て
、
次
の
二
点
が
判
明
す
る
。
第一に、「各人について〔…〕氏名」が「記戦」されておらず、「名」のみが記救されること。
第
二
に
、
前
記
の
最
も
自
然
な
法
文
の
解
釈
と
異
な
り
、
「
各
人
」
「
す
べ
て
の
者
の
取
り
扱
い
を
同
巨
に
各
欄
に
、
名
の
み
を
（１）「記載したる者の中華ｍの者の氏名及び本廠」が、「他の悲頬」（後二者は、要綱第七）ならぬ戸濡簿そのものに
（抑）
特別に曰口頭に幅広欄が設けられて、「一Ｐ籍の表示［インデックス〕」のために書かれているのである。
この筆頭者欄は、形態上は旧法の「前戸主」欄と、「氏」表示の機能上は旧法の「戸主」欄（乃至「前戸主」欄）
（郷）
と同一である。旧法と析法の様式を叩純に比較してみれば、（マコー、、、ツクが新法下では使川されない、と一一一一口川し
た
！
）
旧
法
下
の
用
紙
第
一
頁
の
形
態
が
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
用
と
は
い
え
、
「
本
籍
」
欄
は
そ
の
ま
ま
、
「
前
戸
主
」
欄
を
「
（
筆
頭
者
）
氏
名
」
欄
に
転
用
、
「
戸
主
」
欄
は
そ
の
ま
ま
「
筆
頭
者
一
欄
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
０
ｓ
は
前
述
の
油
り
、
こ
う
し
た
韮
噸
背
棚
が
没
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
戸
繍
扶
成
立
前
に
は
Ｔ
足
し
て
い
な
い
。
で
は
そ
の
後
、
施
行
規
川
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
改
め
て
了
承
し
て
い
た
の
か
。
参
照
し
得
た
日
本
側
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
Ｇ
Ｓ
／
Ｐ
Ｈ
Ｗ
／
Ｃ
ｌ
＆
胆
）
側
双
方
の
文
献
に
は
記
録がない。ないだけに、施行規則は、技術的なもののみを法案から移したのだから問題はないはず、
と
の
心
臓
も
り
で
殆
ど
チ
ェ
ッ
ク
は
し
な
か
っ
た
論
然
性
が
高
か
ろ
う
。
Ｇ
Ｓ
の
気
付
か
ぬ
所
で
旧
制
度
の
態
様
が
残
っ
た
こ
と
が
、
山
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第
三
に
は
、
兼
頭
者
柵
を
設
け
た
結
果
と
し
て
、
「
談
頭
者
」
が
「
戸
主
」
に
摸
さ
れ
易
い
「
家
」
頬
似
要
素
で
あ
る
こ
と
よ
る
、
所
（Ⅲ） 
調
「
家
」
意
識
の
温
存
が
あ
ろ
う
。
第
四
に
、
法
改
正
の
四
八
年
一
月
時
点
で
、
実
体
法
た
る
民
法
が
、
実
は
戸
繍
筆
頭
者
に
一
定
の
「
権
限
」
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
が
適
川
の
局
面
は
極
め
て
限
定
さ
れ
る
に
せ
よ
、
第
三
の
「
家
」
意
識
の
温
存
に
も
深
く
関
わ
り
か
ね
な
い
、
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
お
こ
戦後占緬期の民法・戸砺法改正過侭（八）（和川）
八
七
第二の問題として、
性
」
が
生
ま
れ
る
（
慨
第
三
に
は
、
兼
頭
者
艸
戸
繍
筆
頭
者
・
筆
頭
者
柵
を
巡
る
問
題
を
最
後
に
総
括
し
て
お
く
。
第
一
に
、
個
人
別
編
製
で
な
い
限
り
、
戸
繍
輝
の
容
易
な
検
索
の
た
め
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
一
項
目
と
し
て
、
必
然
的
に
乃
韮
便
宜
上
「
代
表
者
」
名
の
要
請
が
生
じ
る
こ
と
自
体
の
問
題
。
無
論
、
本
籍
地
で
検
索
し
、
同
本
籍
地
の
複
数
の
戸
籍
簿
に
は
検
索
用
に
単
純
に
通
し
番
号
で
も
付
せ
ば
、
検
索
目
的
に
「
筆
頭
者
」
な
ど
設
け
る
必
要
は
な
く
な
る
。
た
だ
実
務
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
い
ず
れ
に
せ
よ
存
在
す
る
「
筆
頭
に
記
斌
し
た
る
者
」
以
外
に
番
号
が
登
場
し
、
事
務
負
担
は
増
え
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
こ
う
し
た
「
欄
」
を
残
し
た
理
由
・
背
景
を
考
察
し
て
み
る
と
、
結
局
な
る
べ
く
旧
制
度
（
下
の
戸
繍
簿
）
か
ら
の
変
更
点
を
最
小
限
に
し
、
実
務
の
混
乱
を
避
け
る
（杣）
た
め
、
で
あ
ろ
う
。
（抑）
を検討し出して初めて、省令の如き決定をなしたのか。この点は中へ科では明白ではない。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
時
点
に
せ
よ
、
様
式
考
案
者
が
も
し
こ
の
不
一
致
を
意
識
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
現
行
戸
繍
法
一
三
条
の
表
現
に
は
偽
装
性
あ
り
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
（既述）。 こう
し
た
戸
溌
筆
頭
者
欄
の
残
存
の
た
め
に
、
法
文
と
省
令
に
よ
る
様
式
の
不
一
致
（
場
合
に
よ
り
「
偽
装
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法
学
志
林
輔
一
○
四
巻
第
三
号
八
八
う。これは、婚姻後の「戸籍筆頭者」は、潜在的に．かつ木：人の意思を問わず、いわば「婚姻継続夫婦の氏規定（権
限保有）者」である点である。換言すれば、本来「筆頭者」一人のみの縁組による氏の変動が、継続的にその配偶者
（化）
の
氏
を
支
配
し
、
そ
の
逆
は
な
い
。
（
民
法
上
の
「
氏
」
の
問
題
は
極
め
て
複
雑
で
、
概
括
は
危
険
で
あ
る
の
で
、
深
入
り
は
避
け
、
例
示のみを注に譲る。）この「権限保有者」には権限行使の意思による選択の余地はないため「権限」の用語に問題は
残
る
が
、
こ
の
点
留
保
を
付
せ
ば
、
「
戸
籍
筆
頭
者
」
に
は
．
応
何
の
法
律
的
権
力
も
効
果
も
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
残
す
点
は
説
歩
す
る
、
と
い
う
川
島
の
既
述
引
用
の
言
は
若
干
厳
密
性
を
欠
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
略
語
表
（
連
載
前
回
ま
で
の
略
語
表
と
一
部
重
複
が
あ
る
が
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
）
「戸繊委口会議事録（二１（一九・終）」
以
下
、
（
）
内
の
漠
数
字
が
第
Ｘ
回
会
議
「
二
九
）
四
六
’
五
一
年
Ｙ
月
Ｚ
日
」
が
会
議
側
仙
日
「三一六号」等から以下が、「戸廠』掲救号、発行年月、頁
引
用
・
参
照
文
献
の
略
語
（
著
者
の
日
本
膳
発
音
ま
た
は
文
献
略
語
名
に
よ
る
五
十
音
順
）
（） 
（） 
四六年一○月二四日（三一六号、一九七二年一○月、三一一’四四頁）
一一月二二日（三一七号、一九七二年一一月、二五’三四頁）
Hosei University Repository
「戸瀦法／会談録」
「戸蒲法／座談会ｌ」「同Ⅱ」
戦後占緬期の民法・戸籍法改正過程（八）（和田）
「
現
行
戸
溌
法
立
法
関
係
資
料
Ⅲ
」
ご
Ｐ
藩
』
四
五
八
号
（一九八二年一二月）三五’五五頁
尚、この文献の引用に限り、日付は（全て一九四七年）Ｘ月Ｙ日を、「Ｘ／Ｙ」のように表示した。
「
座
談
会
現
行
戸
籍
法
の
あ
ゆ
み
ｌ
」
「
戸
籍
』
四
五
五
号
（一九八二年九月号）三四－四七頁
「同Ⅲ」『戸濡』四五六号（一九八二年一○月）二九’四一頁
（一一一）
（四）
（五）
ニハ）
（七）
（八）
（九）
二○）
（この間、
二九・終）
一一一月一九日（三一八号、一九七二年一二月、三一一一’四五頁）
四
七
年
一
月
一
一
一
一
日
（
三
一
九
号
、
一
九
七
三
年
一
月
、
二
五
’
四
一
頁
）
一一一月一四日（三二○号、一九七三年二月、一一一一一一－四四頁）
四月一一二日（一一一二一一一号、一九七三年一一一月、四五’五八頁）
七月二一日（一一一二四号、一九七三年四月、一一一七’四六頁）
九月三○日（一一一二五号、一九七三年五月、二五’三七頁）
｜｜月一七日（三一一六号、’九七三年六月、三一’四六頁）
四
八
年
一
一
月
二
○
日
（
三
一
一
七
号
、
’
九
七
三
年
七
月
、
四
一
’
五
二
頁
）
一～一八までの識那録は本稿では利用せず）
五
一
年
六
月
二
九
日
（
三
四
○
号
、
’
九
七
四
年
六
月
、
’
’
九
’
四
三
頁
）
八
九
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「ＧＳ戸報法山科Ｃ」
「ＧＳ戸籍法史料Ｂ」
「ＯＳ戸廠法中両ｗＡ」
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
三
号
九○
コＰ赫法／立法資料ｌ」「同Ⅱ」「同Ⅱ補巡」
「現行戸廠法立法関係資料ｌ」『戸潴』四五五号（一九八二年九月号）四八’五八頁
「同Ⅱ」『戸籍」第四五六号（一九八二年一○月）四二－六二頁
「同（Ⅱ補遮）」『戸箭」第四六五号二九八三年五月）八○頁
以下の標迦の、プレイクモァからオプラー宛の文瞥。一山シ戸い仁の（】農『・・・のロ囚司Ｏづ圃日冒冗の四の，
【『い［一○コＰ密三・・．ロ。〆雇『『・勺○丘の『ヘごこめ。臣ヨワＣ『、（」『）局口『己一邑幻の国漢『餌【一○口い⑬三『。。［⑪局］‐ｏｎ［・
］①ああ己のの（ｚ「・函『、、Ｉ呂屋『・
畠シこいこぃ（ご←『・頁〔【○○の・薑ｍｐｍ］同Ｃ日匡二ｍ。『ショ⑤。〔一ョＱ）［い［○（一】の冨日一一逗刀の陀一胃日日ご○口
「、ごａｇＣ弓一の『・ＧＳが作成したカーボンコピーがあり、複数がファイルされているため、以下
の三箇所に見られる。
切○〆］ムヨヨ・句○一口の『ヘニ三の口巨日ロの月（』『）句、『昌一〉薄刃のい－ｍ【『口二○口Ｆ四二・。［凶。］’○○［・］①』ｍ・のどのの（ｚ『・“
い、ｌ呂一召》ロ・〆ロ○・』ｇＰ句・』Ｑの『二二Ｃへ。■ヨワの月（⑬）○頁ｏｐｏ－Ｃ週８一国］の．ｇ負］目・〕豊司‐□の。。
』①←『・いすの①［ｚ『・軸Ｆｍｌ呂路Ｐ目。、○〆口○・］のち・三「｛○の⑪口○○丙くこロ｜〉・一℃ミーシＥ、．』農ヨ○○涕ｐ－
Ｃｍｚ『「ン［、．ｍ一】。。【ｚ『・叩Ｆのｌいどむ。（この一一一番目の文杏には、ケイディスに依るらしい撒き込みが
見られる）
］Ｃ①。①日ご作『ご←『・ど「葬幻・・・のロ、］、○日、国一二〔。「エヨの。○ヨの。厨［○二］Ｃ『ロヨーー瑁元の的一切［『、［】Ｃコト②量．．．
ｇ三８。『目。【．及びその添付涜料。
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「人口動態統計（改善）に関する委員会」
一
九
四
Ｘ
年
Ｙ
月
Ｚ
日
「
人
口
動
態
統
計
改
善
に
関
す
る
委
員
会
」
第
Ｗ
回
会
議
議
事
録
（
場
合
に
よ
り
頁
数
）
（、ゴ周一塚『・函勺エミーＣＳＳ）、という形で引用する。（第六回会議から「人口動態統計改善に関する
委員会‐｜と名称が修正されている。）
□○〆②』急・可Ｃ－Ｑの『ヘ〔三のロＥ回すの『岫屡（一）Ｉ（『）］冒穴ＯＣｏＢ－［⑩一。］（『Ｃ穴の一汰巴Ｎのロ）ｚ一【胃⑪員巨」旨，
丙巴抑』‐伽一翼のすの①［、胃・血勺冒ごｌ」＆」Ｉ一己］．（屡自ｏ丙⑥一【凰誤◎１．の挿入は、郷①以降、ゴーの凹（←）Ｉ（『）
戦後占領期の民法・戸篭法改正過程（八）（和田）
九一
「紹介」前掲「戸繍法／立法資料ｌ」「同Ⅱ」各々の冒頭の「紹介」
Ｇ
Ｓ
が
作
成
し
た
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
が
あ
り
、
複
数
が
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
下
の
二
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
、○〆］」司司・「ＣｌＱの「ヘニニのロ巨曰ワの同（一『）司煙『昌一》司幻の、一⑫［日三○コい“三・勺〔⑫一○］’○．【・’①」Ｐめすの①〔Ｚ『・蚫
炉のｌ悼巴、司目Ｑｐｃｘ二○・』ｇＰ句○一号『（三・へ目曰ケの『》（い）○コ『Ｃ二○一○巴８一国一の．］や負］四コ．］①台’
□②。・ごミ・のすの①（ｚ『・》Ｆｍｌ呂函馬・
（但し、本文で述べる「添付資料」が付されていて、参照できるのは前者の⑫言・｛ｚ『・靱旧のＩ』ｓ⑫『
のみである）
｜Ｃｓ戸籍法史料Ｃ下書き」「ＧＳ戸籍法史料Ｃ」の下書きと見られる文書（殆ど同一だが、タイプの打ち直し等が散見される）
がｇｚＣくのヨケの『］①合・言（易・属のロ、］回。『“囚｝］『。「シ『。のコロョの二筋８岳の『色ヨーー豈幻の四⑫（Ｂ〔一。。
ドロー「。．。□。×〕Ｊ山切・句○一口の【ヘ芹】このコロヨケの『恥（③。）宛の四⑫［『口Ｐ－ｃゴー可印日一一》殉”の的厨【『臼二。。田、急ぐＺ。『，
］①←『，。。←．ご岳・臣の⑥〔Ｚ『・ｍＦｍｌｇの復）
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民法改正喪綱（梁）上の継母子側係の扱い及びその変化につき、差し当たり各要綱案拙峨の「経過」二一三’二四三頁参照。
（
８
）
以
下
、
座
談
会
「
占
傾
政
簸
は
行
き
過
ぎ
だ
っ
た
か
」
（
出
席
折
我
妻
栄
・
宮
沢
俊
義
・
鈴
木
竹
雄
・
田
中
二
郎
・
雅
子
一
・
石
井
照
久
・
剛
藤
飯
光
）
『ジュリスト」釧号（一九五三年三月一五日号）、三五頁。
尚
、
兼
子
は
別
の
甥
所
で
も
、
戸
縮
の
現
在
の
編
製
方
法
を
批
判
、
個
人
別
編
製
方
法
を
推
奨
し
て
い
る
。
雅
子
一
「
諏
題
」
中
川
善
之
肋
報
編
『
家
族
問
題と家族法Ⅶ家耶裁判』酒井智店、一九五七年、一二頁に述べていわく、
戸籍制度［…］は人の身分関係を登録公証する国家制度であるが、わが国の戸籍はその名の示すように人濡でなく、戸すなわち
（
１
）
代
替
的
方
法
に
よ
る
一
家
」
存
肚
は
、
こ
れ
を
微
極
的
に
模
索
す
る
（
後
に
見
る
参
議
院
の
よ
う
な
）
ケ
ー
ス
の
み
な
ら
ず
、
籍
果
的
に
．
乃
至
副
次
産
物
と
し
て
良
し
と
す
る
（
後
に
見
る
司
法
街
民
耶
二
抑
の
よ
う
な
）
ケ
ー
ス
、
双
方
が
あ
り
得
る
。
（２）ＧＳにつき、第三素・第五節（１）Ｉ（４）に見られるＣｓの側剛愈識のⅥ点の側き方を見よ。また、「締び」，轍二節（２）６参照。
司法省については、第一一一章・第四節・第一鉄末尾、及び水素’第一節・第一紋（２）（４）・第二款（１）、本軍・第三節小括を参照。
（
３
）
第
六
回
会
談
、
八
月
二
○
日
「
戸
濡
法
／
会
談
録
」
四
四
頁
。
（４）この点を、前述の通り当時の戸祷法改正条文起草担当者であった青木の著作（共著）は「民法の家が従来戸籍そのものに化体して
い
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
家
の
臓
止
は
、
従
来
の
戸
廠
の
廃
止
に
等
し
く
」
と
表
現
し
て
い
る
。
濁
水
義
人
／
大
森
政
鮒
『
全
訂
版
戸
濡
法
・
》
（
鋼
一
二
版
）
日本評論社、一九八二年、三頁。
（
５
）
例
え
ば
、
第
二
章
。
第
四
節
の
「
氏
」
に
関
す
る
補
講
で
述
べ
た
オ
プ
ラ
ー
の
態
度
も
そ
う
で
あ
っ
た
通
り
。
（
６
）
こ
れ
、
っ
以
外
の
問
題
を
、
五
章
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
他
に
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
ば
い
が
、
国
憲
法
改
正
と
戸
濡
法
改
正
同
時
審
議
の
必
要
性
・
戸
廠
那
務
祷
蛾
は
峨
商
舷
判
所
か
司
法
宵
か
、
の
点
も
Ｏ
Ｓ
と
の
会
談
で
は
扱
わ
れ
て
い
る
。
（
７
）
民
法
改
正
で
は
要
綱
案
の
当
初
か
ら
、
こ
の
場
合
継
母
子
間
に
親
子
関
係
を
生
じ
な
い
、
と
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
戸
薪
で
は
同
一
戸
締
内
に
い
る
こ
と
を、オプラーは問題としている。本稿では詳論しないが、実際に施行された戸藷法での解決は、このケースで初婚の時，再鵬の時とも
男
子
が
氏
を
変
え
な
い
鳩
合
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
父
継
母
子
と
も
「
氏
」
を
同
じ
く
す
る
た
め
同
一
戸
灘
に
な
っ
て
お
り
、
オ
プ
ラ
ー
／
Ｏ
Ｓ
の
撒
見
は
反
映
さ●机ていない⑪
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
である。）
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（９）宮澤俊義の小文、「家破れて氏あり」のことかと思われるが、これであるならば『法律タイムズ』第七号（’九四七年）、二五頁。
（
本
稿
・
第
二
章
・
第
四
節
で
も
引
用
し
て
い
る
。
）
（川）第二章の注６、及び片山が自ら発案した「家庭法」の草案を（多分司法肯に）作成させたことにつき、本稿「付属資料３」（巡戟
第五回、一○八’’四二頁のうち一一一一五’一三六頁）の史料（犯）も参照。
（Ⅱ）「会談鎌」と突き合わせると、こう言ったのは長谷川であり（第二回、八／九、三八画）、青木ではない。無論記録に残っていない
と
こ
ろ
で
計
木
が
言
っ
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
（⑫）これは、平賀としては例えば川島武宜を念頭に置いていたのであろうか。川島とオプラーの綿密な連絡については、本稿の一部と
して公刊する「付風溢料ｌ」の和川による川島のインタビュー、「付属浅科３」（注Ⅲ参照）のＧⅢＱ文秘のうち、史料（Ⅱ）（Ｕ
（Ⅳ）（、）（調）（尚、史料（９）６付随的に参照）、唄／竹下「新民法の成立」の「Ｃ氏（Ⅱ川島）‐｜中のオプラーに関わる諸発言、及
び川島『軌跡』二一四・二一六頁）、等を参照。
（卿）第一回国会衆議院司法委員会会議録輔丘十七号昭伽二十二年十一月二十Ⅲ、剣本版四七三頁、マイクロフィルム版六六三頁左。
（Ｍ）第一回国会参議院司法委員会会議録第四十二号昭和二十二年十一月二十五日［製本一一’四頁（但し官報の号の頁）、マイクロ四○
戦
後
占
緬
期
の
民
法
・
戸
鰯
法
改
服
過
擁
（
八
）
（
細
川
）
九
三
必ずしも容易でない。
のか
jlLにも
速関つ
化述となだもな少関た家
・すもるけ充つく係がを
精るこかで蟻たとの、［|’
確戸れらなをのも実そ心
化蒲は、<期に漸体のと
を簿、そ、し、進に体し
進肘１１Fのこ難相的関裁て
め互干者のい続仁すに翻
る間不の出現人でるお製
この111相生伏をも民いさ
fi3糀鮒鮒腕１１
可スあ係そるし登画たこ
能しるをイ1つ、録期いと
でう゜明ぞ例そと的しに
あアニ砿れえのし改た始
るし１１１に両ば資て正変ま
。ンイ（た親、格そに革る
しスをどのこをの対が°
かの同る欄れ証機しな民
しみ一こにを明能てい法
、な戸と記入すを、。改
そら籍が救刈る苑こそｉＥ
のず節です的た櫛れれに
系、にきるなめすを（よよ
棚維を化灘鴬そ
のばすとにド、う公的家
親系るにす式時な証仁の
族譜のなれに在庁合す当制
各を（よるばに異ｌｌｌｌる時度
々掴１１】で、しに的制のｌよ
の人続は一てすな度事礎
住力人な人、る制と情止
居１のいのそ多唆しとざ
ま,［職糊らlji般咄
死付の考力項除替甚はけ
のし迅えｌｌｌｌＷ籍えだlこれ
別て速らドに薄る不むど
.、イヒれではにべ徹をも
個現・る、蝦さき底得、
人在Ｗｉｏこ１１リかでなな現
力の６iｆの・のあもかイ(Ｈ
１戸化親縁ぼろのつは
ド籍のと組らうと大家
のよたこ・な゜いこの
所りめの認け特わと伏
在も、三知れになでＩ）
、更と代のば共けも仁
を仁すのよな同れあ１〔
確ＩＵる関うら相ばろが定続な係なず続なう中
船6ｈM＃そ}M2ｶﾐﾋ
畷iiil灘蠅Ｍ雛
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ｚ
）
次
案
の
「
直
系
尊
属
」
と
異
な
る
表
現
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
直
接
の
尊
属
」
即
ち
親
の
意
で
あ
ろ
う
。
（
卵
）
「
捉
川
」
と
は
、
お
そ
ら
く
「
梶
川
年
」
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
ら
ば
、
こ
の
時
点
で
は
確
か
に
参
議
院
司
法
委
圃
会
に
関
係
し
て
お
り
、
ｆ
た
一
九
円
六年七月の段階では、判事、司法法制審議会委員／臨時法制調査会（第三部会）委員（「経過』二○八、二一○頁）。「伊藤」は司法委
員
会
の
委
員
長
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
Ⅲ
鑛
修
（
お
さ
む
）
で
あ
ろ
う
。
社
会
党
の
参
議
院
議
員
、
弁
護
士
出
身
で
あ
る
（
『
議
会
制
度
百
年
史
、
興
族
院
／
（
胴
）
第
一
回
国
会
参
議
院
司
法
委
員
会
会
議
録
第
四
十
二
号
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
、
製
本
版
七
’
八
頁
（
但
し
官
報
の
号
の
頁
）
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィルム版四○四左’四○五右頁⑰
（
肥
）
鬼
丸
議
員
は
こ
こ
で
明
確
に
二
点
に
分
け
て
質
問
、
こ
の
点
は
第
二
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
奥
野
も
「
第
一
点
で
あ
り
ま
す
が
、
」
と
内
容
的
に
も
対
応
し
て
番
え
た
後
で
、
こ
の
議
耶
録
の
箇
所
と
な
る
の
で
、
こ
こ
が
第
二
点
の
答
と
惟
定
で
き
る
。
尚
、
『
奥
野
健
一
の
人
と
業
諭
」
奥
野
健
一
「
縦
判
と
立
法
』
付
録
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
六
年
）
四
四
頁
の
、
参
議
院
法
制
局
長
時
代
の
話
な
が
ら
、
議
会
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
話
は
速
記
を
止
め
て
や
る
、
と
奥
野
本
人
が
語
っ
て
い
る
箇
所
を
参
照
。
（
Ⅳ
）
後
に
、
奥
野
は
、
「
結
局
司
令
部
で
は
三
伏
戸
溌
は
ど
う
し
て
も
認
め
な
い
、
親
子
だ
け
し
が
認
め
な
い
と
い
う
非
術
に
強
い
意
向
が
し
ま
い
に
川
ま
し
てね」（『経過，一二○頁）と回顧している。これは、鬼丸への答弁前の、Ｃｓとの会談（既述）のみならず、本文後述の修正案に対する
Ｃ
ｓ
の
反
対
も
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
川
）
同
前
、
同
日
議
馴
録
六
頁
／
四
○
川
面
方
。
（
川
）
し
か
ら
、
鬼
九
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
更
に
「
な
る
べ
く
（
民
法
改
正
の
根
本
方
針
で
あ
っ
た
）
現
実
に
即
し
て
」
自
由
編
製
と
す
れ
ば
、
反
論
を
更
に
封
ず
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
（
加
）
無
論
、
Ｇ
Ⅱ
ｏ
／
Ｇ
Ｓ
が
鬼
丸
薬
の
如
き
綱
製
に
反
対
で
あ
る
卿
山
を
、
Ｃ
Ⅱ
Ｑ
の
名
前
を
川
さ
ず
に
奥
野
が
言
う
、
と
い
う
〃
法
も
あ
む
上
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
民
法
で
「
家
」
を
廃
止
し
た
の
だ
か
ら
、
「
家
」
意
識
の
温
存
を
避
け
る
た
め
に
、
三
世
代
編
製
は
な
く
す
、
等
ｒ
｜
し
か
し
そ
う
い
う
場
合
で
も
、
個
人
別
編
製
に
し
な
い
限
り
、
鬼
丸
の
立
場
か
ら
の
再
反
論
は
避
け
が
た
い
。
尚
、
三
世
代
以
上
の
一
神
一
編
製
案
も
反
対
案
と
し
て
は
可
能
で
あ
る
が
、
提
案
さ
れ
な
か
っ
た
⑬
ま
た
、
仮
に
提
案
さ
れ
て
も
、
奥
野
は
、
実
態
と
少
し
迎
う
と
の
理
由
で
再
反
論
し
得
た
で
あ
ろ
う
ｃ
（別）以下、史料は全てロ・浜口。］紐切・勺Ｃ己の『【己のへ目ヨワ・河（８）幻のｕい§【一○ゴー圃旦］『幻の臼⑪：【一○Ｐ〆・句・］彊引’○・一・』①お・いすの①芹
ｚ「・如炉、ｌ圏①念．
法
学
志
休
二右’四○三右］
第
一
○
Ⅲ
巻
第
三
号
九
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（卯）性別と同箇所であるｃ
参
誰
膿
陰
二
四
二
面
に
拠
る
）
ｃ
「
根
本
」
は
「
根
本
松
男
」
で
あ
ろ
う
か
？
松
男
な
ら
ば
、
四
六
年
七
月
の
段
階
で
、
判
耶
、
司
法
法
制
瀞
識
会
紳
躯
（『経過』二○九頁）で、オプラーが「緊密なコンタクト」（和川訳）を保っており、親しかったと見られる人物である（○８－の『ト愚貝司・‐
胃ミヨ・ロ．司ら・」Ｂ、和訳オプラー『法制改雑』、六七・一四○頁）。
（別）この街略簡所の原文は、．．［・・・］⑫匡Ｃ－】一目日ｃｃ置戸の、三一。『のロロ②口【①目昌巨「１日目。。。【。［旨づ鳥Ｃのョ菖９つ賀のロ・‐であるが、後背
の
「
及
び
何
ら
か
の
他
２
〃
法
で
親
か
ら
離
れ
て
い
な
い
子
」
と
い
う
の
は
、
具
体
例
と
し
て
は
、
（
未
蛎
か
つ
）
分
濡
し
て
い
な
い
成
年
の
子
や
、
非
嫡
出
子
を
生
ん
で
い
は
い
子
、
等
を
脂
す
の
で
あ
ろ
う
。
（妬）吉川三市郎は臨時法制調流会や司法法制瀧議会などのメンバーには入っていない。以下は『昭扣二八年七月家庭雌判溢料第釧号
民
法
改
正
に
関
す
る
国
会
関
係
笹
科
』
股
高
裁
判
所
鞭
務
総
局
、
三
九
九
頁
。
（妬）第一回図会参議院司法黍口金会雛録簸四十二号川抓二十二砿‐十一月二十五日、製本版六頁、マイク回フィルム仮四○四頁右。
（〃）国・〆。。．｝⑰圏司・亘⑦『二二○ヘ目ヨワの『知（ｓ）幻の忍切（日巨Ｃロー恩ヨヨ一再宛の臼⑰［『Ｐ二○Ｐの一】ＤＣ←Ｚ「・印』しめ１ｍの③急・
（犯）・Ｚ、三の。（・・は無論マコーミックによる日本語理解の誤りだが、マコーミックは、「戸霜兼頭者澗に謹く名前」の意味で誓いていた
のであろう。（尚、この引川箇所のイタリック体は原典ではアンダーラインである。）
（、）適当な訳がないｃマコーミックが、同国を匪扇［の曰と誤解したふしがある。
（机）但し「民爾」の譜は、戦前の日韓併合前後、一九○九年に「旧韓国政府が足癖法を発布して」後、一九二二年に「朝鮮戸瀞令を公
布」（翌年施行）するまでの朝鮮半島に於ける戸涛（乃至その頬似）制度について、法律上の用語として川いられていた。外務省条約
局法規課『制令（「外地法制誌」第四部の二前編』一九六○年（一○月）、四七－四八頁参照。これが、日本で「民臨」なる名称を新
た
に
便
川
す
る
際
に
何
ら
か
の
考
磁
の
対
象
と
な
っ
た
か
否
か
は
、
現
時
点
で
は
史
料
上
判
明
し
な
い
。
（犯）戸儒簸頭者の問題は、戸濡繊に現れる方法（特別棚あり、後述）から見て、一応これを「鱒的側面」で捉えるが、後述の「戸箭簸
砿者」が実は保有する「椛限」が、助的側而（例では雅子縁組）に典型的に現れる而を行過している訳ではない。両而に現れるがゆえ
に、問題の飯要性が認識される。
（
鍋
）
敢
え
て
い
え
ば
、
箙
「
頭
」
瀞
の
表
現
上
、
司
法
行
に
よ
る
エ
の
目
の
訳
語
は
正
し
い
の
で
あ
り
、
こ
の
和
英
川
語
双
方
に
こ
そ
、
以
下
の
問
題
が
象
徴
的
に
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
原
文
を
変
え
ず
に
訳
語
の
み
で
解
決
、
と
し
た
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
問
題
行
過
を
批
判
す
る
の
は
、
日
本
調
が
述
者
の
プ
レ
ィ
ク
モ
ァ
と
そ
う
で
な
い
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
を
比
較
す
る
の
は
酷
だ
、
と
い
う
理
由
の
み
で
は
却
下
さ
れ
ま
い
。
（
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
間
題
意
識
が
、
英
訳
法
職後占緬川の民法・戸研法改正過腿（八）（伽Ⅲ）
九
五
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
九
六
文を見て是非を決める上司への配慮のみであった、とは言わぬまでも。）
尚、○ロローの『・円召司§§弓・＆よ①（和訓オプラー『法制改披』六○頁）で、オプラーはマコーミックの資画を評価しているが、
曰
く
「
と
り
わ
け
仕
事
熱
心
で
も
な
く
、
時
と
し
て
や
や
［
物
事
・
発
想
の
］
整
理
が
悪
か
っ
た
が
、
彼
は
名
文
家
で
あ
り
、
人
柄
が
大
変
心
地
良
く
、
人
間
関
係
の
分
野
の
処
理
が
実
に
う
ま
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
私
は
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
外
交
的
才
能
を
日
本
人
と
の
協
議
に
う
ま
く
使
う
こ
と
が
で
き
た
。
」
（
和
川
訳。和訳書のマコーミックが「組織を混乱させた」「楽天家」という訳は疑問。）（この箇所の直後の言表はしかし、オプラーはマコー
ミ
ッ
ク
は
自
分
が
選
ん
だ
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
い
。
さ
ほ
ど
望
ま
し
い
部
下
で
は
な
い
、
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
。
）
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
が
戸
厭
法
改
ｆ
で
政
嬰
な痕跡を残すのは、この筆頭者の関連と、本稿第五章で後述の戸籍簿公側原則の参一議院修正案のＣｓによる承認の経緯（詳細不明）で
あ
る
が
、
こ
の
筆
頭
者
の
件
で
は
（
以
下
に
も
見
る
通
り
）
少
な
く
と
も
こ
の
オ
プ
ラ
ー
の
評
価
が
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（鋤）第一回国会衆議院司法委員会会議録第五十九号、附加二十二年十一月二十二日、製本版四八八頁、マイクロフィルム版六七一頁右。
（
粥
）
第
一
回
国
会
参
識
院
司
法
委
側
会
会
識
録
第
四
十
二
号
、
川
和
二
十
二
年
十
一
Ⅱ
二
十
瓦
Ⅲ
、
四
ｌ
〃
蘭
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
Ⅲ
○
三
百
石
ｌ
左
。
耐
）
青
木
義
人
／
大
森
政
輔
。
Ｐ
籍
法
』
全
訂
版
、
日
本
評
諸
社
、
一
九
八
二
年
、
円
頁
。
（
師
）
第
一
・
二
の
点
（
換
言
す
れ
ば
戸
籍
筆
頭
者
欄
が
「
氏
」
表
示
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
）
は
、
私
見
で
は
現
行
戸
籍
法
に
違
背
す
る
疑
い
が
あ
る
鷺
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
本
稿
の
課
題
で
は
な
い
の
で
立
ち
入
ら
な
い
。
（
郷
）
本
項
冒
頭
の
岨
定
の
変
化
一
髄
を
参
照
ｏ
（弧）三章・鋪六節の関述注でも述べた通り、四七年九Ⅱ三○日及び一一几一七日の「戸霧委員会議事録（八）．（几）」、順に（八）が二
六’二七頁、（九）が一一一二頁、四三’四六頁で、青木が施行規則案について説明し、委員の意見を募っているが、後者の三二頁の青木
の「個人の試案」の内容も含め、木議事録ではこの点何ら窺い知れない。四八年二月の委員会の「同議事録（一○）」には施行規則の
成
立
過
樫
に
つ
い
て
何
ら
言
及
は
な
い
。
（㈹）この点、戸薇兼萠者欄に限らぬ一般論として、叩孝一「戸縮の改製とその周辺’十年を迎えた新戸籍法Ｉ（上）（巾）」「ジュリ
スト』第一四七・一四八号（一九五八年）、順に三二’一一一九、一八’二六頁、の全体を参照。（本来未完だが、そのまま叩孝一「家族法
著
作
選
集
第
１
巻
戦
後
改
革
と
家
族
法
Ｉ
家
・
氏
・
戸
籍
」
口
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
、
三
二
一
’
三
五
九
頁
に
再
録
雨
）
ま
た
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
座談会として、（本稿の）戸騎法改正を担当していた青木義人に加え、叩、村上朝一、伐斐染を含むメンバーが参加した、「戸籍セミナ
ー（搬外）戸蒲の改製（上）（下）」「ジュリスト』第一五川・一五六号（一九五八年）の全般も参照されたい。
（狐）法改正後の社会に於けるこうした意識の分析は、本稿の課題ではなく、次の文献の例示的指摘にとどめる。「座談会司法制度の
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伊
藤
［
…
］
旧
木
民
族
の
過
去
に
お
け
る
家
族
制
度
に
し
て
も
、
成
文
法
は
な
く
と
も
、
不
文
律
と
し
て
よ
い
面
を
多
く
待
っ
て
居
た
の
に
、
個
人
本
位
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
は
、
調
伽
を
欠
く
も
の
で
、
日
水
の
家
族
制
度
の
在
り
方
と
し
て
民
族
性
に
副
わ
な
い
行
過
ぎ
の
点
は
峰
正
せ
ら
る
べ
き
で
あるし、斯うし上法純が日本民族にたいしてその法靴目的を完全に遂げられるか疑問である。［二○画］
と
い
う
ト
ー
ン
の
議
論
に
続
き
、
一
松
議
員
が
戸
籍
兼
頭
者
に
関
わ
る
自
身
の
問
題
意
識
を
吐
露
す
る
。
｜
松
私
が
終
戦
後
身
分
法
の
改
正
で
最
も
不
満
に
思
う
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
で
改
正
前
の
親
族
法
の
方
が
よ
か
っ
た
と
思
う
例
を
挙
げ
れ
ば
、
以
下
述
べ
る
よ
う
な
事
実
が
あ
る
。
私
の
伜
政
記
は
四
十
年
前
私
等
夫
婦
の
養
子
と
し
て
迎
え
長
女
と
繪
婚
せ
し
め
、
今
よ
り
七
年
前
［
明
治
民
法
の
規
定
に
よ
り
］
私
が
隠
居
し
家
督
崎
佐
」
が
挙
匹
例
示
し
て
お
く
河
伊
藤
［
再
検
討
Ｉ
独
立
後
の
法
令
は
如
何
腿
改
正
せ
ら
る
べ
き
か
Ｉ
」
（
一
九
爪
二
年
七
月
一
Ⅲ
）
『
目
川
と
正
旋
』
第
三
巻
第
八
号
（
一
九
正
二
年
八
Ⅱ
一
日
）
の
左
記
の
発
言
が
参
考
と
な
る
。
こ
の
座
談
会
諸
発
言
の
基
本
的
問
題
は
、
占
緬
下
の
法
改
正
は
ア
メ
リ
カ
法
を
導
入
し
た
し
の
、
と
い
う
誤
っ
た
大
前
提
で
あ
ろ
う
。
（
我
妻
は
こ
の
座
談
会
乃
至
当
時
の
こ
う
し
た
風
潮
を
意
識
し
て
『
経
過
』
を
編
纂
し
た
と
思
わ
れ
る
。
）
一
八
頁
に
は
川
席
者
［
部
分
］
と
し
て
「
衆
議
院
議
員
佐
瀬
晶
三
鍛
冶
良
作
参
議
院
議
員
一
松
定
吉
伊
藤
催
日
本
弁
護
士
連
合
会
海
野
普
吉
加
藤
行
吉
副
会
長
山
崎
佐
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
ず
法
改
正
当
時
の
参
議
院
司
法
委
員
会
委
員
長
で
、
既
述
の
通
り
当
時
Ｇ
Ｓ
に
修
正
案
を
持
ち
込
ん
だ
伊
藤
修
の
発
言
を
こ
ん
な
我
国
の
良
い
習
慣
で
あ
っ
た
身
分
法
を
改
悪
し
て
ア
メ
リ
カ
式
に
変
更
し
た
こ
と
は
よ
く
な
い
。
私
は
矢
張
り
従
来
の
家
督
相
続
の
方
法
が
よ
いと思う。〔…］家族制度を支離滅裂にするような制度は国民の団結上からもよくないとおもいますから、新憲法の精神を陳燗
し
な
い
程
度
に
我
国
情
に
適
合
せ
ぬ
よ
う
な
点
は
改
正
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
［
一
二
頁
］
こ
こ
に
は
「
戸
遜
一
を
残
存
さ
せ
た
ゆ
え
の
（
極
め
て
自
然
な
）
誤
解
が
あ
る
。
確
か
に
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
（
１
）
ど
ち
ら
が
筆
頭
者
に
な
る
か
、
と
い
う
技
戦
績
占
緬
期
の
民
法
・
戸
締
法
改
正
過
槐
（
八
）
（
和
川
）
九
七
な
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
。
実
に
け
し
か
ら
ん
話
で
あ
る
。
私
は
五
十
五
年
前
｜
松
家
に
養
子
に
入
り
、
家
付
の
長
女
で
あ
る
今
の
要
と
結
蛎
し
八
十
一
年
前
礎
父
が
隙
屈
し
て
私
が
戸
主
と
な
っ
て
淀
子
政
記
に
家
慨
を
譲
っ
て
隠
噛
す
る
迄
約
四
十
余
年
の
間
、
ず
っ
と
戸
主
と
し
て
｜
松
家
の
爽
樅
を
掘
っ
て
家
族
全
部
の
耐
倒
を
見
て
来
た
の
で
、
妾
も
勿
論
家
族
と
し
て
私
の
下
で
貞
淑
に
働
い
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
私
が
今
回
分
家
す
る
と
同
時
に
妻
が
筆
頭
者
と
な
り
、
私
が
そ
の
下
の
家
族
と
し
て
処
遇
を
受
け
る
と
は
一
体
ど
う
い
う
訳
か
、
甚
だ
了
解
に
苦
し
む
処
で
あ
る
。
こ
れ
が
戸
籍
法
上
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
こ
ん
な
間
違
っ
た
戸
籍
の
改
悪
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
今
取
調
中
で
あ
り
ま
す
。
［
…
］
を
相
続
せ
し
め
て
戸
主
と
な
っ
た
熱
こ
れ
が
終
戦
後
に
お
け
る
戸
籍
法
の
改
一
服
は
な
い
。
処
が
先
月
私
が
妻
を
つ
れ
て
政
記
の
戸
蒋
よ
り
分
家
し
た
処
が
、
こ
れ
が
終
戦
後
に
お
け
る
戸
籍
法
の
改
正
で
筆
頭
青
と
な
っ
た
［
強
調
和
田
］
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
何
も
不
聴
い
た
こ
と
に
は
私
の
妻
が
筆
頭
者
と
な
り
、
私
が
妻
の
下
に
家
族
と
Hosei University Repository
法
筆
古
林
第
一
○
四
巻
第
三
号
九
八
桁耐では、戸籍と呼ぼうが民籍と呼ぼうが（司法省が一番避けたがった）混乱をきたしている。しかし、（２）「筆頭者」にいかなる地
位を認めるか、という心理面では、「民籍」と呼びかつ本霧・筆頭》百特別欄を（マコーミック案のように）削除、各入ほぼ完全平等に
す
れ
ば
、
「
筆
頭
者
」
の
意
味
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
一
松
の
ケ
ー
ス
で
も
、
妻
が
先
で
も
気
に
し
な
い
．
単
に
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
用
で
あ
り
制
度
と
し
て
も
夫
妻
ど
ち
ら
が
先
で
も
良
く
な
る
、
と
い
う
様
に
、
か
な
り
問
題
は
軽
減
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
□
更
に
伊
藤
が
、
伊藤一松さんの一一一一口われたあの点は、当時連合国で、Ｒ本の強固な軍国主義的家族制度を打砕く必要から来た大きな政策でオプ
ラ
ー
博
士
も
こ
れ
に
は
非
常
な
関
心
を
も
っ
て
お
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
｜
松
さ
ん
の
云
わ
れ
た
よ
う
な
、
日
本
の
国
情
と
一
致
し
な
い
不
合
理
が
出
て来たのである。［二二頁］
と言う。Ｃｓの「軍国主義的家族制度を打砕く必要から来た大きな政簸」云々を証する記録は（本稿で述べる通り）ない。逆に、｜Ｐ簿
法修正案をめぐってＯＳとコンタクトもあった日本側の伊瀧は、占緬軍の意図をこう解していたことが、この発一一一一ｍにより知られる。
（加えて、「ｎ本の強固な軍国主義的家族制度」が、伊膿にとっての主観的な「家」制度の実態の一側而でもあったであろうか？）
（
似
）
一
例
の
み
挙
げ
て
お
こ
う
。
典
型
的
に
は
、
蛎
姻
に
よ
り
夫
婦
人
旧
が
同
一
戸
締
に
入
る
場
合
、
共
旭
の
夫
婦
の
氏
（
Ａ
の
氏
）
を
平
等
な
決
雌
樅
を
行
使
し
合
意
で
決
め
る
（
民
法
第
七
Ⅲ
○
条
）
こ
と
で
、
Ａ
が
「
戸
締
兼
頭
背
」
と
な
る
。
（
戸
硲
法
第
一
四
条
の
輔
一
、
「
氏
儲
を
記
載
す
る
に
は
、
左
の
順
序
に
よ
る
。
第
一
夫
婦
が
、
夫
の
氏
を
称
す
る
と
き
は
夫
、
饗
の
氏
を
称
す
る
と
き
は
変
［
…
］
」
）
と
こ
ろ
が
こ
う
し
て
「
平
等
に
」
決
的
ら
机
尤
後
の
、
「
戸
霜
瓶
頭
打
」
の
樅
川
内
行
は、極めて不平等な内秤を持つ⑩（「一翠笑として、夫婦の蝋姻前の一方の氏のみしか、共通の夫婦の氏として名乗れないから、民法鋪七
五○条自体が不平等、夫婦別姓を許すべし」、という問逝点は今おく。）
第一のケースとして、「戸蕊筆頭者」Ａの両親ＣＤが離婚しＤが復氏したとする。その後「筆頭者」でない冊のみがＤの養子
となる場合、ＢはＤの復氏後の氏を名乗ることはできず、Ａの氏を引き続き名乗ることができるのみである。この場合、「筆頭
者」Ａも引き続きＡの氏を名乗ることができるのみである。（Ｂの単独養子縁組にＡが与えるべき合意の問題は、ここでは一応
者
」
Ａ
も
印
捨象する。）
第
二
の
別
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
「
筆
頭
者
」
で
な
い
Ｂ
の
両
親
Ｅ
Ｆ
が
離
婚
下
が
復
氏
）
し
た
と
す
る
。
そ
の
後
「
筆
頭
者
」
Ａ
の
み
が
Ｅ
又
は
Ｆ（いずれにせよ）の養子となる場合、ＡはＥまたはＦ（の復氏後）の氏を新たに名乗ることしかできず、Ａの氏を引き続き名
乗ることはできない。この場合、ＢもＡと全く同様に、凪またはＦ（の復氏後）の氏を新たに名乗ることしかできず、Ａの氏を
引き続き名乗ることはできない。（Ａの単独養子縁組にＢが与えるべき合意の問題も、ここでは一応捨象する。）
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民法第七五○条の適用は、婚姻成立時にとどまらない。婚姻継続中例外なしに、婚姻の際に氏を改めなかった者Ａの氏を、婚姻の際
に
氏
を
改
め
た
者
Ｂ
は
名
乗
る
の
が
、
伺
条
の
趣
旨
で
あ
る
。
（
こ
れ
は
、
Ａ
の
氏
が
変
動
し
、
Ｅ
、
Ｆ
の
氏
を
名
乗
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
）
即
ち
、
右
の
鍵
子
の
ケ
ー
ス
で
、
養
子
縁
組
時
に
新
た
に
Ａ
Ｂ
が
夫
婦
い
ず
れ
の
氏
を
名
乗
る
か
を
、
「
平
等
な
決
定
樅
を
行
使
し
合
愈
で
決
め
る
」
（蛎姻の時のような）機会は民法上与えられていない。二九八七年の改正以前の、但書がない、民法第八一○条参照。）
以
上
に
つ
き
、
川
井
健
他
編
「
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
⑪
親
族
２
』
一
九
八
七
年
、
二
三
八
四
’
一
一
三
八
五
頁
（
八
一
○
条
、
大
森
政
輔
）
参
照
。
現
代
的
な
問
題
と
し
て
は
、
夫
婦
の
一
方
の
み
の
養
子
は
、
一
九
八
七
年
の
改
正
で
実
現
し
て
い
る
た
め
、
一
九
四
七
年
時
点
よ
り
も
、
こ
の
「
戸
巌
筆
頭
者
」
の
「
椛
限
」
の
問
題
川
現
の
場
面
は
、
趨
か
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
同
辨
同
頁
、
及
び
法
務
省
民
鯲
局
内
法
務
研
究
会
編
『
改
正
養
子
法
と
戸
務
突
称
』
テ
イ
ハン、一九八八年、一七’’八頁参照。）
こ
れ
に
よ
り
、
「
筆
頭
者
」
の
氏
が
、
婚
姻
後
も
継
続
的
に
夫
婦
Ａ
Ｂ
の
氏
決
定
を
支
配
す
る
。
ゆ
え
に
「
戸
籍
筆
頭
者
」
は
、
民
法
上
の
規
定
に
よ
り
「
婚
姻
継
続
夫
婦
の
氏
規
定
（
権
限
保
有
）
者
」
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
本
来
「
簸
頭
者
」
一
人
の
み
の
縁
組
に
よ
る
の
氏
の
変
動
が
、
継
続
的
に
そ
の
配
偶
者
の
氏
を
支
配
し
、
そ
の
逆
は
な
い
と
い
う
、
本
文
で
述
べ
た
こ
と
に
な
る
。
繰
り
返
す
が
、
戸
厭
飛
頭
者
に
「
権
限
」
を
与
え
て
い
る
の
は
、
民
法
で
あ
っ
て
、
戸
薪
法
で
は
な
い
。
こ
こ
で
指
摘
す
る
の
は
、
（
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
紙
上
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
）
戸
霧
筆
頭
者
柵
の
裏
に
潜
む
民
法
上
の
問
題
（更に川島のこの問題の看過）である。
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（八）（和田）
九
九
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